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傳
研
究
ノ
ー
ト
僂山
川
均
と
ふ
た
り
の
中
国
人
─
─
施
復
亮
と
巴
金
─
─
は
じ
め
に
　
山
川
均
（
一
八
八
〇
─
一
九
五
八
）
は
「
山
川
イ
ズ
ム
」
や
「
労
農
派
」
の
社
会
主
義
者
と
し
て
名
高
い
が
、
そ
の
思
想
に
つ
い
て
は
、
冷
戦
終
結
後
、
社
会
主
義
や
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
関
心
が
遠
の
い
て
研
究
は
多
い
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
近
年
、
石
河
康
国
『
マ
ル
ク
ス
を
日
本
で
育
て
た
人
』（
全
二
巻
、
社
会
評
論
社
、
二
〇
一
四
〜
一
五
年
）
の
よ
う
な
詳
細
な
評
伝
が
刊
行
さ
れ
、
ま
た
ソ
連
崩
壊
後
に
公
開
さ
れ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
文
書
に
よ
っ
て
、
第
一
次
共
産
党
の
活
動
を
精
査
し
た
黒
川
伊
織
『
帝
国
に
抗
す
る
社
会
運
動
─
─
第
一
次
共
産
党
の
思
想
と
運
動
─
─
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
四
年
）
も
刊
行
さ
れ
た
。
黒
川
の
著
作
は
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
政
治
社
会
運
動
に
お
い
て
、
山
川
が
果
し
た
役
割
が
従
来
の
常
識
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
か
っ
た
こ
と
を
解
明
し
て
い
る
。
　
わ
た
し
は
こ
う
し
た
研
究
動
向
に
関
心
を
抱
き
つ
つ
、
二
〇
一
六
年
三
月
か
ら
三
カ
月
間
北
京
に
滞
在
し
て
、
中
国
人
民
大
学
で
米
原　
謙
研究ノート
（ ）５６８（甲南法学’ １７）５７─３・４─３８０
教
育
研
究
す
る
機
会
に
め
ぐ
ま
れ
た
。
こ
の
小
論
は
、
そ
の
機
会
を
利
用
し
て
、
山
川
の
思
想
が
中
国
で
ど
の
程
度
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
か
を
調
査
し
た
結
果
、
た
ま
た
ま
突
き
当
た
っ
た
ふ
た
り
の
中
国
人
、
施
復
亮
と
巴
金
に
つ
い
て
知
り
得
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
施
復
亮
（
一
八
九
九
〜
一
九
七
〇
）
は
中
国
共
産
党
創
立
時
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
後
、
離
党
し
て
国
民
党
に
も
共
産
党
に
も
与
し
な
い
「
中
間
路
線
」（
あ
る
い
は
「
中
間
派
」）
を
主
張
し
た
人
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
他
方
、
巴
金
（
一
九
〇
五
─
二
〇
〇
五
）
は
『
家
』『
寒
夜
』
な
ど
で
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
著
名
な
文
学
者
で
あ
る
。
こ
の
ふ
た
り
は
と
も
に
日
本
に
滞
在
し
た
経
験
を
も
つ
が
、
相
互
に
特
別
な
接
点
は
な
く
、
山
川
と
の
関
係
も
異
な
る
。
施
復
亮
は
日
本
滞
在
中
に
山
川
と
会
い
、
そ
の
社
会
主
義
思
想
か
ら
影
響
を
受
け
た
。
巴
金
の
場
合
は
、
山
川
と
会
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、
盧
溝
橋
事
件
の
直
後
に
山
川
を
激
し
く
批
判
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
違
い
は
、
日
本
そ
し
て
山
川
の
著
作
と
の
出
会
い
の
違
い
に
も
原
因
が
あ
っ
た
。
以
下
で
は
、
ま
ず
山
川
の
著
作
の
中
国
語
訳
を
手
が
か
り
に
施
に
つ
い
て
述
べ
、
つ
ぎ
に
巴
金
の
山
川
批
判
の
小
文
と
か
れ
の
日
本
体
験
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
第
一
章　
施
復
亮
と
山
川
均
　
一　
山
川
均
の
著
作
の
中
国
語
訳
　
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
の
中
国
に
お
け
る
社
会
主
義
思
想
の
形
成
・
伝
播
に
お
い
て
、
日
本
の
社
会
主
義
者
の
著
作
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
す
で
に
先
行
研
究
が
あ
る
。
と
く
に
石
川
禎
浩
と
三
田
剛
史
の
研 
究 
は
詳
細
で
、
日
本
の
社
会
主
義
者
の
（
１
）
著
作
の
中
国
語
訳
の
リ
ス
ト
は
有
益
で
あ
る
。
石
川
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
山
川
の
著
作
の
中
国
語
訳
は
単
行
本
で
刊
行
さ
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、『
覚
悟
』（
新
聞
『
民
国
日
報
』
副
刊
）
な
ど
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
両
氏
の
研
究
成
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
わ
た
し
自
身
が
確
認
し
得
た
も
の
を
追
加
し
て
翻
訳
リ
ス
ト
を
掲
げ
て
お
こ
う
（
参
考
の
た
め
に
原
著
名
を
記
し
た
が
、
多
く
は
翻
山川均とふたりの中国人
（甲南法学’ １７）５７─３・４─３８１（ ）５６９
訳
の
表
題
か
ら
原
著
名
を
推
測
し
た
も
の
で
、
原
著
と
翻
訳
を
対
照
し
た
も
の
は
限
ら
れ
て
い
る
。
な
お
重
版
が
出
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
初
版
の
発
行
年
を
記
す
。
ま
た
日
本
語
で
は
未
発
表
と
推
測
さ
れ
る
も
の
も
含
め
て
い
る
）。
山
川
均
の
著
作
の
中
国
語
単
行
本
発
行
年
一
九
二
〇
一
九
二
一
一
九
二
二
一
九
二
二
一
九
二
二
一
九
二
二
一
九
二
七
一
九
二
七
一
九
二
八
一
九
二
八
一
九
二
八
書
名
労
働
総
同
盟
研
究
蘇
維
埃
研
究
社
会
経
済
叢
刊
列
寧
伝
労
農
俄
国
研
究
馬
克
斯
経
済
学
原
理
資
本
主
義
玄
妙
資
本
主
義
社
会
的
解
剖
資
本
主
義
批
判
資
本
制
度
浅
説
増
訂
資
本
制
度
解
説
訳
者
名
鄒
敬
芳
王
文
俊
施
存
統
編
訳
張
亮
李
達
編
訳
周
仏
海
訳
呂
一
鳴
張
我
軍
高
希
聖
施
存
統
施
存
統
出
版
社
名
泰
東
図
書
局
新
知
書
社
泰
東
図
書
局
人
民
出
版
社
商
務
印
書
館
商
務
印
書
館
北
新
書
局
青
年
書
店
上
海
励
群
書
店
国
光
書
店
新
東
方
出
版
社
山
川
の
原
著
名
フ
ラ
ン
ス
総
同
盟
の
研
究
、
改
造
、
一
九
二
〇
・
四
〜
五
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
の
研
究
、
改
造
、
一
九
二
一
・
五
レ
ー
ニ
ン
の
生
涯
と
事
業
、
社
会
主
義
研
究
、
一
九
二
一
・
四
労
農
露
西
亜
の
研
究
、
ア
ル
ス
、
一
九
二
一
Ｅ
・
ウ
ン
タ
ー
マ
ン
著
・
山
川
訳
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
、
白
揚
社
、
一
九
二
一
資
本
主
義
批
判
、
社
会
経
済
体
系
第
一
五
巻
掲
載
、
日
本
評
論
社
、
一
九
二
八
資
本
主
義
の
か
ら
く
り
、
僚
友
社
、
一
九
二
三
研究ノート
（ ）５７０（甲南法学’ １７）５７─３・４─３８２
一
九
二
八
一
九
二
九
一
九
二
九
一
九
二
九
一
九
二
九
一
九
二
九
一
九
三
〇
一
九
三
〇
一
九
三
〇
一
九
三
〇
一
九
三
〇
一
九
三
三
一
九
三
三
一
九
五
一
弁
証
法
浅
説
弁
証
法
與
資
本
制
度
蘇
俄
之
現
勢
俄
国
革
命
與
農
民
現
代
経
済
学
唯
物
史
観
経
済
史　
上　
資
本
主
義
以
前
経
済
史
馬
克
斯
資
本
論
大
綱
工
会
運
動
底
理
論
與
実
際
現
代
社
会
講
話
台
湾
民
衆
的
悲
哀
資
本
論
大
綱
転
形
期
底
経
済
理
論
社
会
主
義
講
話
資
本
論
大
綱
劉
若
詩
等
著
施
伏
量
温
盛
光
高
希
聖
巴
克
熊
得
山
陸
志
青
施
復
亮
、
鐘
復
光
楊
沖
嶼
宋
蕉
農
傅
烈
施
復
亮
、
鐘
復
光
徐
懋
庸
傅
琛
現
代
中
国
社
新
生
命
書
局
啓
智
書
局
平
凡
書
局
啓
智
書
局
崑
崙
書
店
未
明
社
大
江
書
鋪
新
新
書
店
新
亜
洲
書
局
辛
墾
書
店
新
生
命
書
局
上
海
生
活
書
店
棠
棣
出
版
社
社
会
主
義
サ
ヴ
ェ
ー
ト
共
和
国
同
盟
の
現
勢
、
日
本
評
論
社
、
一
九
二
八唯
物
史
観
経
済
史
（
経
済
学
全
集
第
三
二
巻
）、
改
造
社
、
一
九
二
九
マ
ル
ク
ス
資
本
論
大
綱
、
三
田
書
房
、
一
九
一
九
労
働
組
合
の
理
論
と
実
際
、
一
九
二
九
殖
民
政
策
下
の
台
湾
、
ブ
レ
ブ
ス
社
、
一
九
二
六
・
一
二
社
会
主
義
講
話
、
一
九
二
九
山川均とふたりの中国人
（甲南法学’ １７）５７─３・４─３８３（ ）５７１
年
一
九
二
〇
一
九
二
一
一
九
二
一
一
九
二
一
一
九
二
一
一
九
二
一
一
九
二
一
一
九
二
一
一
九
二
一
一
九
二
一
一
九
二
一
一
九
二
一
一
九
二
一
論
文
名
「
薩
波
達
挙
」
的
研
究
現
代
文
明
底
経
済
的
基
礎
蘇
維
埃
俄
国
底
経
済
組
織
蘇
維
埃
俄
国
底
新
農
制
度
労
農
俄
国
底
労
働
連
合
労
農
俄
国
的
農
業
制
度
考
茨
基
労
農
政
治
反
対
論
由
英
帰
俄
後
的
克
魯
泡
特
金労
農
俄
国
底
安
那
其
主
義
者労
働
組
合
運
動
和
階
級
闘
争労
農
制
度
研
究
梅
雨
節
的
日
本
農
民
為
什
麼
苦
呢
訳
者
戴
季
陶
施
存
統
陳
国
榘
陳
国
榘
陳
望
道
周
仏
海
施
存
統
鳴
田
抄
訳
施
存
統
光
亮
（
施
存
統
）
均
（
李
漢
俊
）
羅
豁
Ｙ
・
Ｄ
掲
載
誌
星
期
評
論　
三
四
覚
悟
、
二
月
二
三
〜
二
四
日
国
民　
二
─
四
国
民　
二
─
四
新
青
年　
八
─
五
新
青
年　
八
─
五
覚
悟
、
四
月
二
二
〜
二
九
日
覚
悟
覚
悟
、
六
月
一
日
覚
悟
、
八
月
一
九
日共
産
党
五
覚
悟
覚
悟
山
川
の
原
著
名
労
働
運
動
の
戦
術
と
し
て
の
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
、
改
造
、
一
九
一
九
・
九
現
代
文
明
の
経
済
的
基
礎
、
文
明
批
評
、
一
九
一
八
・
一
ソ
ヴ
ェ
ト
露
国
の
経
済
組
織
、
社
会
主
義
研
究
、
一
九
二
〇
・
九
労
農
露
国
の
労
働
組
合
、
労
働
運
動
、
一
九
二
一
・
三
・
七
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
露
国
の
農
業
制
度
、
社
会
主
義
研
究
、
一
九
二
一
・
一
一
カ
ウ
ツ
キ
ー
の
労
農
政
治
反
対
論
、
社
会
主
義
研
究
、
一
九
二
一
・
三
労
農
治
下
の
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
、
社
会
主
義
研
究
、
一
九
二
一
・
三
労
農
ロ
国
無
政
府
主
義
の
人
々
、
社
会
主
義
研
究
、
一
九
二
一
・
五
梅
雨
期
の
日
本
、
改
造
、
一
九
二
一
・
七
農
民
は
な
ぜ
苦
し
い
か
、
労
働
者
、
一
九
〇
八
・
五
雑
誌
論
文
研究ノート
（ ）５７２（甲南法学’ １７）５７─３・４─３８４
一
九
二
一
一
九
二
一
一
九
二
一
一
九
二
一
一
九
二
二
一
九
二
二
一
九
二
二
一
九
二
二
一
九
二
三
一
九
二
三
一
九
二
六
一
九
三
〇
一
九
三
〇
奴
隷
和
鉄
鎖
従
科
学
的
社
会
主
義
到
行
動
的
社
会
主
義
社
会
主
義
国
家
与
労
働
組
合対
於
太
平
洋
会
議
的
我
見
生
育
節
制
和
新
馬
爾
塞
斯
主
義
水
槽
底
水
労
農
俄
国
底
建
設
事
業
国
際
労
働
同
盟
的
歴
史
資
本
制
度
解
説
「
新
経
済
政
策
」
與
俄
国
之
将
来
弱
小
民
族
的
悲
哀
日
本
帝
国
主
義
鉄
蹄
下
的
台
湾
資
本
主
義
社
会
的
批
判
晋
青
（
謝
晋
青
）
周
仏
海
訳
平
沙
（
陳
望
道
）
長
庚
象
予
熊
得
山
張
我
軍
宋
蕉
農
法
学
院
、
張
逸
美
覚
悟
新
青
年
、
九
─
一
新
青
年
、
九
─
二
新
青
年
、
九
─
五
婦
女
評
論
覚
悟
晨
報
副
鐫
今
日　
二
─
三
覚
悟
、
三
月
一
〜
二
〇
日
覚
悟
、
五
月
二
〇
日台
湾
民
報
、
一
〇
五
〜
一
一
五
号
新
東
方
、
一
九
三
〇
・
四
〜
社
会
改
造
第
七
期
社
会
主
義
国
家
と
労
働
組
合
、
改
造
、
一
九
二
一
・
四
産
児
調
節
と
新
マ
ル
サ
ス
主
義
、
改
造
、
一
九
二
〇
・
一
〇
タ
ン
ク
の
水
、
新
社
会
、
一
九
一
六
・
六
イ
ン
タ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
歴
史
、
社
会
主
義
研
究
、
一
九
二
二
・
九
〜
二
三
・
三
新
経
済
政
策
と
ロ
国
の
将
来
、
改
造
、
一
九
二
三
・
四
弱
小
民
族
の
悲
哀
、
改
造
、
一
九
二
六
・
五
単
行
本
『
台
湾
民
衆
的
悲
哀
』
に
同
じ
山川均とふたりの中国人
（甲南法学’ １７）５７─３・４─３８５（ ）５７３
　
以
上
の
リ
ス
ト
を
一
覧
す
る
と
、
訳
者
と
し
て
施
復
亮
（
施
存
統
・
施
復
量
は
同
一
人
物
、
こ
こ
で
は
研
究
者
が
多
く
使
っ
て
い
る
施
復
亮
で
統
一
す
る
）
の
も
の
が
単
行
本
が
六
点
、
雑
誌
掲
載
論
文
が
四
点
あ
り
、
目
立
っ
て
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
ま
ず
施
復
亮
の
人
物
と
思
想
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
施
に
つ
い
て
は
「
中
間
路
線
」
問
題
を
中
心
に
、
日
本
で
も
か
な
り
の
研
究
蓄
積
が
あ 
る 
。
以
下
で
は
主
と
し
て
石
川
禎
浩
の
一
連
の
研
究
と
宋
亞
文
『
施
復
亮
政
治
思
想
研
究
』
な
ど
に
依
拠
し
て
、
（
２
）
そ
の
生
涯
と
思
想
に
つ
い
て
概
観
し
よ
う
。
　
二　
施
復
亮
と
日
本
　
施
復
亮
（
本
名
は
存
統
）
は
一
八
九
九
年
に
浙
江
省
金
華
県
葉
村
に
生
ま
れ
た
。
杭
州
市
の
南
西
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
地
で
あ
る
。
施
氏
は
裕
福
な
大
家
族
だ
っ
た
が
、
か
れ
の
父
は
長
子
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
祖
父
の
え
こ
ひ
い
き
の
た
め
に
家
産
を
分
け
て
も
ら
え
ず
、
半
小
作
農
に
な
っ
た
。
幼
少
時
の
施
は
伝
統
的
な
教
育
を
受
け
、
親
孝
行
を
第
一
の
道
徳
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
父
か
ら
虐
待
を
受
け
た
の
で
、
母
方
の
援
助
で
一
九
一
七
年
に
浙
江
省
立
第
一
師
範
学
校
に
入
学
し
、
そ
こ
で
『
新
青
年
』
な
ど
五
四
運
動
期
の
新
文
化
運
動
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
父
が
重
篤
の
母
の
看
病
や
医
療
費
を
惜
し
む
の
を
見
て
憤
慨
し
、『
浙
江
新
潮
』
第
二
号
に
「
非
孝
」
と
い
う
文
章
を
発
表
し
た
（
一
九
一
九
年
。
な
お
こ
の
雑
誌
は
現
存
し
な
い
）。
若
き
施
が
書
い
た
告
白
録
「
二
二
年
来
の
我
を
振
り
返
る
」（『
民
国
日
報
』
副
刊
『
覚
悟
』
一
九
二
〇
年
九
月
二
〇
〜
二
四
日
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
論
文
の
本
来
の
表
題
は
「
私
は
絶
対
に
不
孝
な
息
子
を
作
ら
な
い
」
だ
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
「
孝
」
を
単
な
る
個
一
九
三
一
労
働
組
合
的
各
種
形
態
北
大
政
治
学
会
、
劉
安
常
訳
政
治
学
論
叢
、
創
刊
号
、
一
九
三
一
年
波
多
野
鼎
ほ
か
共
著
『
社
会
政
策
』（
経
済
学
全
集
第
一
八
巻
）
改
造
社
、
一
九
二
九
年
研究ノート
（ ）５７４（甲南法学’ １７）５７─３・４─３８６
人
道
徳
の
問
題
で
は
な
く
、
社
会
制
度
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
捉
え
て
、
家
族
制
度
や
私
有
財
産
制
度
を
根
本
的
に
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
た
の
だ
っ
た
。「
孝
」
は
伝
統
的
な
家
族
制
度
の
基
本
で
あ
り
、
新
文
化
運
動
が
否
定
し
た
旧
道
徳
の
核
心
だ
っ
た
。「「
孝
」
は
人
性
を
損
な
う
一
種
の
奴
隷
道
徳
で
あ
る
」
と
、
施
は
極
論
し
て
い
る
が
、
個
人
的
な
家
庭
の
事
情
を
バ
ネ
に
し
て
、
新
文
化
運
動
の
思
想
を
激
烈
な
形
で
表
明
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
　
「
非
孝
」
の
反
響
は
す
さ
ま
じ
く
、
陳
独
秀
は
『
新
青
年
』
誌
上
で
「
見
か
け
だ
け
の
篤
実
紳
士
に
は
言
え
な
い
」
率
直
な
議
論
と
評
し
て
称
賛
し
た
が
、
他
方
で
雑
誌
は
禁
止
、
校
長
と
進
歩
派
教
員
は
退
職
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
。
施
復
亮
自
身
も
学
校
を
や
め
て
北
京
に
行
き
、
北
京
工
読
互
助
団
に
参
加
す
る
。
日
本
に
お
け
る
と
同
じ
く
、
中
国
で
も
ア
ナ
キ
ズ
ム
は
マ
ル
ク
ス
主
義
受
容
以
前
の
有
力
な
社
会
主
義
思
想
で
、
工
読
互
助
団
は
「
労
働
し
な
が
ら
勉
強
し
、
各
人
が
能
力
を
尽
く
し
て
必
要
な
も
の
を
得
る
」
と
い
う
ア
ナ
キ
ズ
ム
的
な
団
体
だ
っ
た
。
し
か
し
当
然
な
が
ら
、
こ
う
し
た
現
実
か
ら
遊
離
し
た
理
想
主
義
の
運
動
は
ま
も
な
く
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
一
九
二
〇
年
四
月
、
施
は
上
海
に
赴
き
、
そ
こ
で
陳
独
秀
や
戴
季
陶
の
影
響
で
マ
ル
ク
ス
主
義
の
洗
礼
を
受
け
た
ら
し
い
（
戴
季
陶
は
後
に
国
民
党
右
派
の
代
表
的
政
治
家
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
は
社
会
主
義
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
）。
そ
し
て
戴
季
陶
の
援
助
で
、
そ
の
年
の
六
月
に
日
本
に
留
学
し
た
。
前
述
の
告
白
録
「
二
二
年
来
の
我
を
振
り
返
る
」
は
、
自
分
の
半
生
を
赤
裸
々
に
語
っ
た
も
の
で
、
来
日
後
二
か
月
の
九
月
一
日
に
擱
筆
さ
れ
て
い
る
。
内
容
は
い
か
に
も
改
革
精
神
に
燃
え
た
青
年
ら
し
く
、
末
尾
で
は
「
私
は
将
来
、
偉
人
な
ん
か
に
な
る
の
で
は
な
く
、
た
だ
幸
福
な
社
会
作
り
に
確
実
に
役
立
つ
よ
う
な
一
革
命
者
と
な
り
た
い
」
と
書
い
て
い
る
。
日
本
留
学
に
込
め
た
意
欲
と
抱
負
を
述
べ
た
も
の
だ
ろ
う
。
　
石
川
禎
浩
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
施
復
亮
を
受
け
い
れ
て
世
話
を
し
た
の
は
、
宮
崎
滔
天
・
龍
介
親
子
だ
っ
た
と
い
う
。
来
日
当
時
の
施
は
日
本
語
が
全
く
で
き
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
猛
勉
強
し
た
ら
し
い
。
翌
一
九
二
一
年
一
月
か
ら
、『
覚
悟
』
誌
上
に
、
続
々
と
日
本
の
マ
ル
ク
ス
主
義
文
献
の
翻
訳
を
掲
載
し
始
め 
る 
。
と
く
に
わ
れ
わ
れ
の
注
意
を
引
く
の
は
山
川
の
著
作
で
あ
る
。「
現
（
３
）
山川均とふたりの中国人
（甲南法学’ １７）５７─３・４─３８７（ ）５７５
代
文
明
の
経
済
的
基
礎
」（
四
月
二
二
〜
二
三
日
、
原
著
は
『
文
明
批
評
』
一
九
一
八
年
一
月
号
掲
載
）、「
カ
ウ
ツ
キ
ー
の
労
農
政
治
反
対
論
」（
四
月
二
二
〜
二
九
日
、
原
著
は
『
社
会
主
義
研
究
』
一
九
二
一
年
三
月
号
掲
載
）、「
労
農
ロ
国
無
政
府
主
義
の
人
々
」
（
六
月
一
日
、
原
著
は
『
社
会
主
義
』
一
九
二
一
年
五
月
号
掲
載
）、「
労
働
組
合
運
動
と
階
級
闘
争
」（
八
月
一
九
日
、
原
著
は
「
社
会
主
義
国
家
と
労
働
組
合
」、『
改
造
』
一
九
二
一
年
四
月
号
掲
載
）
な
ど
で
あ
る
。
　
こ
の
ほ
か
に
「『
社
会
主
義
研
究
』
紹
介
」（
九
月
二
七
日
）
と
い
う
通
信
記
事
が
あ
り
、
一
九
二
一
年
の
二
月
号
か
ら
九
月
号
ま
で
の
目
次
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
社
会
主
義
研
究
』
は
、
山
川
が
堺
利
彦
や
山
川
菊
栄
と
協
力
し
て
一
九
二
〇
年
五
月
か
ら
二
三
年
三
月
ま
で
出
し
て
い
た
月
刊
雑
誌
で
あ
る
が
、
施
復
亮
は
こ
こ
で
山
川
夫
妻
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。「
山
川
均
先
生
は
現
在
日
本
社
会
主
義
者
中
で
も
っ
と
も
研
究
を
積
ん
だ
第
一
人
者
で
あ
る
。
か
れ
は
各
派
社
会
主
義
す
べ
て
に
、
と
く
に
共
産
主
義
に
つ
い
て
は
と
り
わ
け
深
く
研
究
し
て
い
る
。
か
れ
は
最
近
の
日
本
の
社
会
主
義
論
壇
で
ほ
ぼ
継
続
し
て
活
動
し
て
い
る
唯
一
の
人
で
、
病
中
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
奮
闘
し
て
お
り
、
実
に
人
を
敬
服
さ
せ
る
。（
原
文
改
行
）
山
川
菊
栄
先
生
は
単
に
日
本
の
ず
ば
抜
け
た
女
性
社
会
主
義
者
で
あ
る
ば
か
り
か
、
お
そ
ら
く
世
界
で
も
稀
有
の
女
性
社
会
主
義
者
で
あ
る
。
彼
女
の
終
始
一
貫
し
た
豊
か
な
研
究
は
、
一
般
の
人
に
敬
服
さ
れ
、
と
く
に
広
く
社
会
主
義
者
青
年
に
敬
慕
さ
れ
て
い
る
」。
文
末
で
『
改
造
』
や
『
解
放
』
を
買
う
よ
り
、『
社
会
主
義
研
究
』
の
ほ
う
が
は
る
か
に
い
い
と
絶
賛
し
て
お
り
、
山
川
へ
の
傾
倒
ぶ
り
が
よ
く
わ
か
る
。
　
山
川
は
「
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
政
治
の
特
質
と
批
判
」（『
社
会
主
義
研
究
』
一
九
二
〇
年
六
月
）
以
来
、
当
時
の
日
本
で
ロ
シ
ア
革
命
と
労
農
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
に
つ
い
て
、
最
先
端
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
を
発
表
し
始
め
て
い
た
。
施
は
い
ち
早
く
そ
こ
に
目
を
つ
け
た
の
で
あ
る
。
上
記
の
翻
訳
の
な
か
で
は
、
と
く
に
「
カ
ウ
ツ
キ
ー
の
労
農
政
治
反
対
論
」
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
論
文
は
カ
ウ
ツ
キ
ー
に
よ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独
裁
批
判
の
書
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁
』
の
一
部
分
を
翻
訳
し
て
、
そ
れ
に
山
川
が
批
判
的
な
注
釈
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
山
川
の
注
の
大
半
は
レ
ー
ニ
ン
『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
と
背
教
者
カ
ウ
ツ
キ
ー
』
に
依
拠
し
て
お
り
、
プ
研究ノート
（ ）５７６（甲南法学’ １７）５７─３・４─３８８
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
擁
護
し
て
カ
ウ
ツ
キ
ー
を
批
判
す
る
内
容
で
あ
る
。
施
は
山
川
ら
の
研
究
を
つ
う
じ
て
ロ
シ
ア
革
命
と
マ
ル
ク
ス
主
義
の
知
識
を
深
め
、
中
国
で
の
社
会
主
義
革
命
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
た
。
か
れ
が
『
覚
悟
』
に
掲
載
し
た
「
唯
物
史
観
の
中
国
で
の
応
用
」（
九
月
八
日
）、「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
特
色
」（
九
月
二
三
日
）、「
マ
ル
ク
ス
主
義
に
関
す
る
ひ
と
つ
の
誤
解
」
（
九
月
二
六
日
）
な
ど
は
い
ず
れ
も
決
し
て
高
度
な
内
容
で
は
な
い
が
、
か
れ
の
思
考
の
跡
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
　
一
九
二
一
年
当
時
の
山
川
は
す
で
に
日
本
に
お
け
る
マ
ル
ク
ス
主
義
の
第
一
人
者
だ
っ
た
が
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
へ
の
共
感
を
失
っ
て
い
な
か
っ
た
。
施
復
亮
も
す
で
に
来
日
以
前
か
ら
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
傾
斜
を
強
め
て
い
た
が
、
ア
ナ
キ
ズ
ム
と
の
関
係
が
切
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
上
海
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
雑
誌
『
自
由
』
に
日
本
通
信
所
と
し
て
「
存
統
」
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
日
本
の
公
安
当
局
が
施
復
亮
の
存
在
を
知
り
、
か
れ
の
動
向
を
逐
一
把
握
し
て
い
た
こ
と
は
、
石
川
禎
浩
が
外
交
史
料
館
所
蔵
資
料
な
ど
に
も
と
づ
い
て
詳
細
に
追
跡
し
て
い 
る 
。
そ
の
ご
く
一
部
分
を
こ
こ
に
摘
記
し
て
み
よ
う
。
（
４
）
　
警
察
庁
が
施
の
存
在
を
察
知
し
た
の
は
一
九
二
一
年
一
月
だ
っ
た
ら
し
い
。
一
月
一
〇
日
付
の
「
無
政
府
主
義
者
宣
伝
雑
誌
「
自
由
」
ノ
通
信
者
ニ
関
ス
ル
件
」
と
題
さ
れ
た
書
類
に
は
、
前
記
の
雑
誌
『
自
由
』
の
日
本
通
信
所
と
し
て
「
東
京
府
高
田
村
一
五
五
六
、
三
崎
館
存
統
」
と
明
記
さ
れ
た
人
物
は
、「
東
京
同
文
書
院
ニ
在
学
傍
常
ニ
宮
崎
滔
天
方
ニ
出
入
シ
」
て
い
る
「
施
存
統
」
に
違
い
な
い
と
し
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
て
い 
る 
。「
存
統
ハ
「
非
孝
」
ト
題
ス
ル
出
版
物
ニ
孝
ハ
一
種
ノ
奴
隷
道
徳
ニ
シ
テ
（
５
）
孝
子
ハ
奴
隷
ノ
別
名
ナ
リ
忠
ハ
専
制
君
主
ガ
政
策
上
利
用
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
過
キ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
ノ
極
端
ナ
ル
儒
教
排
斥
忠
孝
否
認
論
ヲ
掲
ケ
以
テ
之
ガ
宣
伝
ニ
努
メ
ツ
ヽ
ア
ル
モ
ノ
ナ
リ
」。
さ
ら
に
四
月
二
三
日
付
の
報
告
で
は
、
施
が
李
漢
俊
（
東
京
帝
大
出
身
で
当
時
は
中
国
共
産
党
員
）
と
と
も
に
「
我
国
社
会
主
義
者
堺
利
彦
、
高
津
正
道
、
山
崎
今
朝
彌
ト
交
通
シ
彼
等
ノ
著
述
ニ
係
ル
同
主
義
宣
伝
雑
誌
其
ノ
他
ノ
印
刷
物
等
ヲ
翻
訳
ノ
上
支
那
内
地
人
ニ
紹
介
シ
居
ル
疑
ヒ
」
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
堺
利
彦
と
高
津
正
道
は
山
川
と
と
も
に
、
間
も
な
く
結
成
さ
れ
る
日
本
共
産
党
準
備
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
山
崎
今
朝
彌
は
前
述
の
雑
誌
『
社
山川均とふたりの中国人
（甲南法学’ １７）５７─３・４─３８９（ ）５７７
会
主
義
研
究
』
の
編
集
人
も
し
て
い
た
弁
護
士
で
、
山
川
均
と
非
常
に
近
い
関
係
に
あ
っ
た
。
　
施
復
亮
の
書
簡
は
公
安
当
局
に
よ
っ
て
開
封
さ
れ
て
い
た
。
五
月
二
〇
日
付
の
報
告
で
は
、
前
月
二
八
日
鹿
児
島
局
消
印
の
周
仏
海
か
ら
施
あ
て
の
書
簡
が
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「（
前
略
）
四
月
ノ
改
造
ハ
発
売
禁
止
ト
ナ
レ
ル
モ
僕
ハ
彼
皆
得
タ
リ
中
ニ
山
川
均
ノ
社
会
主
義
ト
国
家
ト
労
働
組
合
ア
リ
僕
ハ
之
ヲ
翻
訳
シ
テ
新
青
年
ニ
登
載
セ
リ
（
下
略
）」
と
あ
る
。
周
佛
海
は
の
ち
に
国
民
党
右
派
に
属
し
、
最
後
は
汪
兆
銘
政
権
の
中
枢
を
担
っ
て
「
漢
奸
」
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
が
、
こ
の
頃
は
施
と
と
も
に
中
国
共
産
党
創
設
期
の
「
日
本
グ
ル
ー
プ
」
を
構
成
し
て
い 
た 
。
こ
の
書
簡
の
と
お
り
、
山
川
の
「
社
会
主
義
国
家
と
労
働
組
合
」
は
『
新
青
（
６
）
年
』
九
巻
二
号
（
一
九
二
一
年
六
月
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
　
施
復
亮
は
す
で
に
六
月
の
段
階
で
、
公
安
当
局
の
尋
問
を
受
け
て
い
た
。
六
月
一
八
日
付
の
報
告
に
よ
る
と
、
か
れ
は
「
当
地
日
本
人
中
ニ
テ
宮
崎
龍
介
以
外
一
人
ノ
交
友
ナ
シ
（
中
略
）
日
本
社
会
主
義
者
ト
ハ
交
通
セ
シ
コ
ト
一
回
モ
ナ
シ
」
と
答
え
た
ら
し
い
。
日
本
の
社
会
主
義
者
に
累
が
及
ぶ
こ
と
を
恐
れ
て
、
事
実
を
隠
し
た
の
だ
ろ
う
。
ど
う
や
ら
、
日
本
の
公
安
当
局
が
自
分
の
送
受
信
す
る
書
簡
を
す
べ
て
開
封
し
て
い
る
と
は
、
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。「
最
近
警
察
ハ
余
ニ
追
尾
シ
余
ノ
一
挙
一
動
ヲ
束
縛
ス
ル
コ
ト
甚
タ
シ
奇
怪
ニ
堪
ヘ
ス
（
後
略
）」
と
し
て
、
宮
崎
龍
介
に
警
察
へ
の
陳
弁
を
願
い
出
た
よ
う
だ
。
　
施
復
亮
の
日
本
で
の
活
動
は
た
ん
に
社
会
主
義
思
想
の
研
究
や
中
国
へ
の
紹
介
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
中
国
共
産
党
が
正
式
に
結
成
（
第
一
次
全
国
代
表
大
会
開
催
）
さ
れ
た
の
は
、
滞
日
中
の
一
九
二
一
年
七
月
の
こ
と
で
、
か
れ
は
そ
の
動
き
を
つ
ぶ
さ
に
承
知
し
て
い
て
、
相
談
の
う
え
で
周
佛
海
が
日
本
か
ら
の
代
表
と
し
て
出
席
し
た
。
共
産
党
結
成
の
背
景
に
は
、
当
然
な
が
ら
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
支
援
が
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
共
産
党
結
成
の
動
き
と
も
連
動
し
て
い
た
。
日
本
に
い
た
施
復
亮
は
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
・
中
国
共
産
党
・
日
本
共
産
党
（
四
月
に
準
備
委
員
会
が
成 
立 
）
の
三
つ
の
動
き
が
交
差
し
た
点
に
位
置
し
て
い
た
以
上
、
（
７
）
か
れ
が
公
安
当
局
の
摘
発
を
免
れ
る
の
は
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。
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施
復
亮
が
逮
捕
さ
れ
た
の
は
こ
の
年
（
一
九
二
一
年
）
一
二
月
二
〇
日
で
あ
る
。
警
視
庁
の
取
り
調
べ
で
、
施
は
以
下
の
よ
う
に
供
述
し
て
い
る
。「
余
が
今
日
迄
交
通
し
た
る
日
本
社
会
主
義
者
は
堺
利
彦
、
高
津
正
道
、
井
伊
敬
（
近
藤
栄
蔵
の
別
号
に
し
て
羅
馬
綴
の
頭
文
字
Ｅ
・
Ｋ
よ
り
転
訛
し
た
る
も
の
）、
宮
崎
龍
介
、
山
川
均
、
高
瀬
清
等
な
り
。（
中
略
）
山
川
均
と
は
昨
年
［
一
九
二
一
年
］
九
月
頃
、
友
人
唐
伯
焜
と
同
道
彼
の
私
宅
を
訪
ひ
、
後
雑
誌
『
改
造
』
に
搭
載
せ
ら
れ
し
同
人
の
論
文
中
の
抹
殺
さ
れ
た
る
○
○
に
就
き
訪
問
、
最
後
は
十
一
月
か
十
二
月
初
旬
頃
、
鹿
児
島
に
在
る
周
佛
海
が
上
海
に
行
き
た
る
際
。
同
地
露
国
過
激
派
の 
袖 
領 
マ 
マ
Ｓ
（Sem
eshko?
   
      
）
よ
り
山
川
宛
に
信
書
を
預
り
来
り
た
る
も
、
周
の
都
合
に
依
り
上
京
し
得
ざ
る
関
係
上
、
其
交
付
を
余
に
依
頼
し
来
り
た
る
を
以
て
、
該
書
簡
を
山
川
方
に
持
参
せ
り
。（
原
文
改
行
）
其
時
山
川
は
余
に
『
君
も
承
知
の
通
り
今
回
多
く
の
日
本
社
会
主
義
者
が
起
訴
せ
ら
れ
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
よ
り
来
た
れ
る
日
本
人
代
表
も
亦
起
訴
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
此
事
を
上
海
の
君
の
友
人
よ
り
目
下
上
海
に
在
る
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
代
表
日
本
人
に
通
知
し
、
帰
国
せ
ぬ
様
御
配
慮
を
煩
は
し
度
し
』
と
謂
へ
り
。
其
日
本
人
は
当
時
は
記
憶
し
居
た
る
も
、
今
は
失
念
せ 
り 
」。
（
８
）
　
十
二
月
二
七
日
、
施
復
亮
に
対
し
て
日
本
か
ら
の
追
放
処
分
と
い
う
内
務
大
臣
命
令
が
出
さ
れ
た
。
翌
日
の
各
新
聞
は
施
の
国
外
追
放
に
つ
い
て
報
じ
て
い
る
。
や
や
詳
細
な
『
都
新
聞
』
か
ら
引
用
し
て
み
よ
う
。「（
前
略
）
社
会
主
義
者
施
存
統
は
、
警
視
庁
武
藤
係
長
が
十
日
間
に
亘
り
取
調
べ
の
結
果
、
過
般
退
去
命
令
を
受
け
た
グ
レ
ー
と
間
接
に
関
係
を
持
ち
、
我
が
安
寧
秩
序
を
乱
す
惧
れ
あ
り
と
し
て
、
日
比
谷
署
に
拘
留
中
だ
っ
た
が
、
二
十
七
日
内
務
大
臣
は
退
去
命
令
を
発
し
た
れ
ば
、
二
十
九
日
横
浜
港
出
帆
の
大
阪
商
船
ア
リ
ゾ
ナ
丸
で
上
海
へ
向
け
退
去
の
筈
で
あ
る
。
同
人
は
（
中
略
）
支
那
に
於
け
る
社
会
主
義
者
の
首
領
株
に
て
上
海
共
産
党
の
陳
独
秀
一
味
に
属
し
、
同
時
に
上
海
の
社
会
主
義
大
学
の
代
表
者
と
し
て
日
本
に
渡
来
し
、
社
会
主
義
の
研
究
調
査
に
努
め
、
仏
米
等
に
散
在
せ
る
党
員
と
通
信
し
、
社
会
主
義
者
近
藤
栄
蔵
、
高
瀬
清
、
高
津
正
道
等
と
連
絡
を
取
り
、
堺
利
彦
、
山
川
均
諸
氏
等
と
交
際
し
、
モ
ス
コ
ー
政
府
よ
り
資
金
を
受
け
て
、
宣
伝
に
着
手
せ
ん
と
し
た
者
で
（
下
略
）」。
山川均とふたりの中国人
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こ
の
報
道
の
と
お
り
、
施
は
二
九
日
横
浜
発
で
、
神
戸
・
門
司
に
寄
港
し
て
上
海
に
帰
国
し
た
。
一
月
五
日
に
門
司
に
寄
港
し
た
際
に
臨
検
し
た
刑
事
は
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。「
本
人
ハ
船
室
ニ
ア
リ
テ
ハ
（
労
働
ノ
未
来
ト
現
在
）
ト
題
ス
ル
書
籍
ヲ
繙
読
シ
時
ニ
甲
板
ヲ
逍
遥
ス
ル
事
ア
ル
モ
何
等
異
状
ノ
言
動
ナ
ク
翌
六
日
正
午
同
船
ニ
テ
上
海
ニ
向
ケ
」
出
発
し 
た 
。
（
９
）
　
と
こ
ろ
で
先
に
引
用
し
た
『
都
新
聞
』
で
は
「
グ
レ
ー
と
間
接
に
関
係
」
を
持
っ
た
こ
と
が
、
施
の
国
外
退
去
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。
石
川
『
中
国
共
産
党
成
立
史
』
に
よ
れ
ば
、「
グ
レ
ー
」
と
は
ボ
リ
ス
・
グ
レ
イ
（B
oris
P.
G
ray
 
   
    
   
）
と
い
う
人
物
で
、
日
本
の
共
産
主
義
運
動
の
資
金
を
持
っ
て
上
海
か
ら
横
浜
に
渡
来
し
た
が
、
警
視
庁
に
い
ち
早
く
察
知
さ
れ
て
国
外
退
去
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
特
別
要
視
察
人
状
勢
調
」（
大
正
十
年
度
）
は
、
そ
の
事
情
を
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。「
甲
号
近
藤
栄
蔵
ヲ
首
領
ト
ス
ル
日
本
共
産
党
ニ
於
テ
ハ
十
一
月
十
二
日
、
要
注
意
人
物
重
田
要
一
ニ
報
告
書
及
赤
化
宣
言
費
予
算
書
ヲ
携
帯
セ
シ
メ
、
在
上
海
露
国
労
農
政
府
宣
伝
部
支
局
ニ
派
遣
シ
タ
ル
事
実
ア
ル
ヲ
察
知
シ
タ
ル
ガ
、
更
ニ
越
ヘ
テ
同
月
二
十
四
日
、
重
田
ハ
其
ノ
使
命
ヲ
果
シ
同
宣
伝
部
員
「
ビ
ー
、
グ
レ
ー
」
ト
相
携
ヘ
テ
帰
国
シ
、「
グ
レ
ー
」
横
浜
ニ
滞
在
シ
携
帯
シ
来
リ
タ
ル
宣
伝
費
ヲ
日
本
共
産
党
員
ニ
交
付
ス
ベ
ク
先
ヅ
甲
号
山
川
均
等
ト
会
見
ス
ベ
キ
手
筈
ト
ナ
リ
居
ル
ヲ
探
知
シ
タ
ル
ヨ
リ
、
彼
等
ノ
会
見
ニ
先
チ
翌
二
十
五
日
早
朝
神
奈
川
県
警
察
部
ニ
通
報
ス
ル
ト
共
ニ
庁
員
ヲ
急
派
シ
協
力
シ
テ
「
グ
レ
ー
」
ヲ
取
調
タ
ル
ニ
、
彼
ハ
約
金
七
千
円
（
五
千
円
ハ
台
湾
銀
行
小
切
手
、
其
他
ハ
現
金
）
ヲ
所
持
シ
「
チ
タ
」
ヨ
リ
上
海
ニ
来
リ
、（
中
略
）「
グ
レ
ー
」
ハ
労
農
政
府
ノ
密
使
ト
シ
テ
日
本
共
産
党
ト
連
絡
ヲ
執
ラ
ン
ガ
為
メ
ニ
渡
日
シ
タ
ル
コ
ト
明
瞭
（
後 
　
「
特
別
要
視
察
人
」
は
甲
乙
の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
、
主
要
人
物
は
「
甲
号
」
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
文
書
で
「
日
本
共
産
党
」
の
「
首
領
」
と
さ
れ
た
近
藤
栄
蔵
（
一
八
八
三
─
一
九
六
五
）
は
米
国
帰
り
の
社
会
主
義
者
で
、
第
一
次
日
本
共
産
党
の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
と
の
連
絡
な
ど
で
活
躍
し
た
人
物
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
一
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
三
回
世
界
大
会
に
は
、
日
本
か
ら
誰
も
出
席
し
な
か
っ
た
が
、
同
年
一
一
月
に
イ
ル
ク
ー
ツ
（　
）
１０略
）」。
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ク
で
極
東
諸
民
族
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
、
そ
の
連
絡
の
た
め
に
中
国
人
の
張
太
雷
が
一
〇
月
に
来
日
し
た
（
実
際
は
モ
ス
ク
ワ
で
二
二
年
一
月
開
催
）。
張
が
こ
の
任
務
の
た
め
に
頼
っ
た
の
は
施
復
亮
で
、
石
川
が
紹
介
し
て
い
る
東
京
地
裁
で
の
供
述
に
よ
れ
ば
、
施
は
張
を
堺
利
彦
に
紹
介
し
、
堺
が
近
藤
を
呼
ん
で
協
議
し
た
と
い 
先
に
引
用
し
た
施
の
供
述
書
で
、
一
一
月
末
か
ら
一
二
月
初
旬
に
最
後
に
山
川
に
会
っ
た
と
き
、
イ
ル
ク
ー
ツ
ク
に
行
っ
た
日
本
人
が
帰
国
し
な
い
よ
う
に
伝
言
し
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
極
東
諸
民
族
大
会
に
出
席
す
る
た
め
に
出
国
し
て
い
た
日
本
人
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
グ
レ
ー
の
事
件
や
後
述
の
「
暁
民
共
産
党
」
事
件
で
、
多
数
の
活
動
家
が
逮
捕
さ
れ
て
い
た
の
で
、
帰
国
す
れ
ば
連
累
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
と
警
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
先
に
引
用
し
た
『
都
新
聞
』
の
記
事
に
、「
社
会
主
義
者
近
藤
栄
蔵
、
高
瀬
清
、
高
津
正
道
等
と
連
絡
」
を
と
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
か
れ
ら
は
暁
民
会
（
あ
る
い
は
暁
民
共
産
主
義
団
）
と
い
う
組
織
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ 
犬
丸
義
一
に
よ
れ
ば
、
暁
民
会
は
「
日
本
共
産
党
準
備
委
員
会
の
細
胞
的
役
割
」
を
持
つ
組
織
で
、
結
成
さ
れ
た
の
は
一
九
二
〇
年
五
月
だ
っ
た
と
い 
こ
の
暁
民
会
は
翌
年
一
一
月
、
陸
軍
特
別
大
演
習
に
参
加
す
る
部
隊
の
宿
舎
に
「
軍
人
諸
君
！　
兄
弟
よ
！
」
と
「
軍
人
諸
君
！
」
と
題
す
る
二
種
類
の
ビ
ラ
を
郵
送
・
配
布
し
て
、
近
藤
・
高
瀬
・
高
津
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が
逮
捕
さ
れ
た
。「
日
本
は
幾
度
か
戦
争
を
し
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も
君
等
の
「
忠
君
愛
国
」
に
よ
っ
て
、
君
等
の
仲
間
の
貴
い
命
と
、
君
等
の
親
兄
弟
姉
妹
妻
子
の
幸
福
と
を
犠
牲
に
供
し
て
、
大
勝
利
を
得
た
」
な
ど
と
反
戦
反
軍
的
な
考
え
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
ビ
ラ
の
末
尾
に
「
共
産
党
本
部
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
一
般
に
「
暁
民
共
産
党
」
事
件
と
呼
ば
れ
て
い 
以
上
の
よ
う
に
、
施
の
日
本
滞
在
は
日
本
共
産
党
結
成
の
準
備
期
と
か
さ
な
り
、
中
国
共
産
党
結
成
と
密
接
な
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
施
は
、
必
然
的
に
こ
う
し
た
動
き
の
渦
中
に
置
か
れ
た
。
（　
）
１１う
。
（　
）
１２た
。
（　
）
１３う
。
（　
）
１４る
。
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三　
帰
国
後
の
施
復
亮
　
こ
う
し
て
施
復
亮
の
日
本
滞
在
は
、
か
れ
の
意
に
反
し
て
一
年
六
か
月
で
終
わ
っ
た
。
帰
国
し
た
施
は
、
当
時
活
動
停
止
状
態
だ
っ
た
社
会
主
義
青
年
団
の
再
建
の
責
任
者
と
な
り
、
翌
一
九
二
二
年
五
月
、
団
の
第
一
回
全
国
代
表
大
会
で
中
央
書
記
に
就
任
し
て
、
実
践
活
動
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
病
弱
だ
っ
た
施
は
翌
二
三
年
秋
に
上
海
大
学
で
教
鞭
を
と
る
こ
と
に
な
る
。
上
海
大
学
は
私
立
東
南
高
等
専
科
師
範
学
校
を
改
組
し
た
も
の
で
、
名
義
上
は
国
共
合
作
で
の
運
営
だ
っ
た
が
、
実
質
は
共
産
党
が
主
導
し
た
幹
部
養
成
学
校
だ
っ
た
と
い 
一
九
二
六
年
、
施
は
国
民
党
の
中
心
地
で
あ
る
広
州
の
中
山
大
学
校
長
に
就
任
し
、
さ
ら
に
翌
二
七
年
に
は
武
漢
の
中
央
軍
事
政
治
学
校
の
教
官
と
な
っ
た
。
か
れ
が
所
属
し
た
政
治
部
は
共
産
党
の
牙
城
だ
っ
た
と
い 
こ
の
よ
う
な
経
歴
か
ら
す
れ
ば
、
施
が
共
産
党
内
で
着
実
に
活
動
を
続
け
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
施
は
共
産
党
の
中
枢
部
分
に
身
を
置
き
な
が
ら
、
他
方
で
一
九
二
二
年
後
半
に
戴
季
陶
・
胡
漢
民
・
陳
樹
人
の
紹
介
で
国
民
党
に
も
加
入
し
て
、
国
共
合
作
が
実
現
す
る
前
か
ら
「
跨
党
党
員
」
に
な
っ
て
お
り
、
二
七
年
八
月
に
共
産
党
を
離
党
す
る
と
の
声
明
を
発
表
す
る
。
　
施
復
亮
の
唐
突
な
行
動
の
契
機
に
な
っ
た
の
は
、
上
海
に
お
け
る
蒋
介
石
の
反
共
ク
ー
デ
タ
（
二
七
年
四
月
）
で
あ
る
。
武
漢
国
民
政
府
は
ク
ー
デ
タ
に
対
抗
し
て
、
蒋
介
石
を
罷
免
し
討
伐
を
宣
言
し
た
が
、
他
方
、
蒋
介
石
は
南
京
に
新
た
に
国
民
政
府
を
樹
立
し
た
の
で
、
国
共
合
作
は
崩
壊
し
た
（
七
月
）。
そ
の
間
に
共
産
党
は
急
進
化
の
度
合
を
強
め
、
農
村
で
土
地
革
命
を
実
行
し
て
、
江
西
に
根
拠
地
を
作
る
こ
と
に
な
る
。
施
は
五
月
か
ら
武
漢
を
防
衛
す
る
軍
事
行
動
の
た
め
に
農
村
に
行
き
、
そ
う
し
た
動
き
を
つ
ぶ
さ
に
見
聞
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
八
月
三
〇
日
付
の
『
中
央
日
報
』
副
刊
に
発
表
さ
れ
た
「
悲
痛
な
中
で
の
自
白
」
は
、
共
産
党
の
看
板
で
は
「
ど
う
し
て
も
大
衆
の
中
に
深
く
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
し
、
当
面
の
課
題
で
あ
る
国
民
革
命
の
遂
行
の
た
め
に
は
国
民
党
左
派
に
よ
っ
て
革
命
の
指
導
権
を
統
一
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い 
つ
ま
り
国
民
革
命
は
、
無
産
階
級
と
い
う
単
一
の
階
級
で
は
な
く
、
労
働
者
・
農
民
・
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
を
代
表
し
、「
国
際
的
平
等
」「
政
治
的
平
等
」「
経
済
的
平
等
」
と
い
う
（　
）
１５う
。
（　
）
１６う
。
（　
）
１７る
。
研究ノート
（ ）５８２（甲南法学’ １７）５７─３・４─３９４
「
非
資
本
主
義
的
三
民
主
義
」
の
実
現
を
め
ざ
す
国
民
党
に
よ
っ
て
の
み
実
現
で
き
る
と
い
う
。
そ
こ
に
は
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
支
部
で
あ
る
共
産
党
よ
り
も
、
中
国
人
の
独
立
し
た
組
織
で
あ
る
国
民
党
の
ほ
う
が
、
中
国
の
自
由
と
独
立
を
実
現
す
る
の
に
適
切
だ
と
の
判
断
も
あ
っ
た
だ
ろ 
　
以
上
の
よ
う
な
施
の
言
動
は
、
山
川
と
不
思
議
な
照
応
関
係
が
あ
る
。
山
川
が
有
名
な
「
無
産
階
級
運
動
の
方
向
転
換
」
を
発
表
し
た
の
は
『
前
衛
』
一
九
二
二
年
七
・
八
月
号
で
あ
り
、
あ
た
か
も
施
が
戴
季
陶
か
ら
国
民
党
加
入
を
勧
め
ら
れ
た
時
だ
っ
た
。
山
川
の
主
張
は
あ
き
ら
か
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
第
三
回
大
会
の
「
テ
ー
ゼ
」
を
受
け
た
も
の
で
、
同
じ
時
期
に
、
か
れ
は
改
良
主
義
者
や
中
間
派
と
の
「
協
同
戦
線
」
を
主
張
し
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
を
無
産
階
級
の
ほ
う
に
引
き
つ
け
る
必
要
を
説
い 
さ
ら
に
一
九
二
四
年
に
な
る
と
普
通
選
挙
の
実
施
を
ふ
ま
え
た
議
論
を
展
開
し
、
例
え
ば
「
無
産
階
級
政
党
の
諸
問
題
」
で
は
、
前
衛
党
で
は
な
く
、
公
然
た
る
議
論
に
も
と
づ
く
大
衆
的
な
運
動
体
が
必
要
だ
と
説
く
に
い
た
る
。
こ
う
し
た
主
張
は
そ
の
後
さ
ら
に
明
確
化
さ
れ
、
資
本
主
義
的
な
秩
序
に
反
対
す
る
す
べ
て
の
要
素
を
結
合
し
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
利
害
を
も
包
含
す
る
よ
う
な
「
共
同
戦
線
党
」
を
提
唱
す
る
。
山
川
が
こ
う
し
た
主
張
を
明
確
に
前
面
に
う
ち
出
す
の
は
『
労
農
』
創
刊
号
（
一
九
二
七
年
一
二
月
）
に
発
表
さ
れ
た
「
政
治
的
統
一
戦
線
へ
！
」
だ
が
、
そ
れ
は
一
九
二
六
年
末
に
再
建
さ
れ
た
日
本
共
産
党
と
の
対
決
を
明
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
　
前
述
の
よ
う
に
、
施
は
二
七
年
八
月
に
共
産
党
離
脱
を
告
白
す
る
が
、
そ
れ
は
共
産
党
の
暴
力
路
線
を
批
判
す
る
一
方
で
、「
少
数
軍
人
の
私
有 
に
な
り
さ
が
っ
た
国
民
党
を
改
革
す
る
と
い
う
主
張
に
も
と
づ
く
も
の
だ
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
中
国
は
帝
国
主
義
下
の
半
植
民
地
で
あ
り
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
も
無
産
階
級
も
十
分
に
発
達
す
る
余
地
は
な
い
こ
と
、
し
た
が
っ
て
中
国
革
命
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
も
ロ
シ
ア
革
命
と
も
異
な
っ
た
道
を
歩
み
、
労
働
者
・
農
民
・
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
よ
る
「
全
中
国
の
一
切
の
被
圧
迫
民
衆
共
同
の 
に
よ
る
民
権
革
命
を
遂
行
す
べ
き
だ
と
の
認
識
が
あ
る
。
民
権
革
命
（
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
）
を
実
現
し
て
い
く
過
程
が
、
結
果
的
に
三
民
主
義
の
い
う
民
族
・
民
権
・
民
生
（
社
会
主
義
）
の
三
つ
の
革
命
を
並
行
的
に
実
現
す
る
こ
と
に
つ
（　
）
１８う
。
（　
）
１９た
。
（　
）
２０品
」
（　
）
２１党
」
山川均とふたりの中国人
（甲南法学’ １７）５７─３・４─３９５（ ）５８３
な
が
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
同
じ
こ
ろ
山
川
は
、
ロ
シ
ア
革
命
は
ロ
シ
ア
独
特
の
革
命
方
式
で
あ
り
、
日
本
で
は
労
働
者
・
農
民
・
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
下
層
に
よ
る
「
共
同
戦
線
党
」
に
よ
っ
て
政
治
的
自
由
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
、
社
会
主
義
革
命
へ
の
道
を
切
り
拓
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
た
。
山
川
と
施
は
、
一
九
二
七
年
こ
ろ
に
酷
似
し
た
観
点
に
到
達
し
て
い
た
の
で
あ 
施
は
、
あ
る
い
は
山
川
の
議
論
の
展
開
を
あ
る
程
度
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
せ
い
ぜ
い
山
川
か
ら
示
唆
を
受
け
た
と
い
う
程
度
で
あ
り
、
蒋
介
石
に
よ
る
自
由
の
剥
奪
や
テ
ロ
、
共
産
党
の
暴
力
革
命
論
の
両
端
か
ら
挟
撃
さ
れ
る
形
だ
っ
た
施
が
、
孫
文
の
三
民
主
義
を
基
礎
に
独
自
に
考
え
出
し
た
構
想
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
第
二
章　
山
川
均
と
巴
金
　
一　
通
州
事
件
と
山
川
均
　
巴
金
が
山
川
均
を
激
し
く
批
判
す
る
の
は
、
一
九
三
七
年
の
盧
溝
橋
事
件
直
後
に
起
こ
っ
た
通
州
事
件
を
契
機
に
し
て
い
る
。
ま
ず
こ
の
事
件
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
通
州
は
北
京
か
ら
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
東
に
あ
る
町
で
、
当
時
は
冀
東
防
共
自
治
政
府
の
所
在
地
だ
っ
た
（
現
在
は
北
京
市
通
州
区
、
北
京
市
中
心
部
か
ら
地
下
鉄
八
通
線
が
通
っ
て
い
る
）。「
冀
」
は
河
北
省
（
北
京
の
周
囲
）
の
別
名
で
、「
冀
東
」
は
河
北
省
の
東
部
地
域
の
こ
と
で
あ
る
。
日
本
軍
は
、
一
九
三
五
年
こ
ろ
か
ら
、
華
北
地
域
を
中
華
民
国
政
府
か
ら
切
り
離
し
て
日
本
の
影
響
下
に
置
く
政
策
を
と
っ
て
い
た
。
冀
東
防
共
自
治
政
府
は
そ
の
具
体
的
な
現
わ
れ
で
、
い
わ
ば
日
本
の
傀
儡
政
権
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
七
月
七
日
、
盧
溝
橋
で
日
中
両
軍
が
武
力
衝
突
す
る
と
、
こ
の
地
域
に
も
軍
事
的
緊
張
が
生
じ
た
。
冀
東
自
治
政
府
に
は
、
義
和
団
事
件
の
結
果
と
し
て
締
結
さ
れ
た
北
京
議
定
書
（
一
九
〇
一
年
）
を
根
拠
に
日
本
の
支
那
駐
屯
軍
の
一
部
が
駐
屯
し
て
い
た
が
、
治
安
の
主
力
は
中
国
兵
か
ら
な
る
保
安
隊
だ
っ
た
。
自
治
政
府
の
ト
ッ
プ
は
親
日
派
と
目
さ
れ
た
殷
汝
耕
で
、
保
安
隊
も
そ
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
保
安
隊
が
七
月
二
九
日
に
反
乱
を
起
こ
し
、
多
数
の
日
本
人
居
留
民
（　
）
２２る
。
研究ノート
（ ）５８４（甲南法学’ １７）５７─３・４─３９６
を
虐
殺
し
た
の
が
通
州
事
件
で
あ
る
。
反
乱
の
直
接
原
因
は
、
前
日
、
日
本
軍
の
飛
行
機
が
あ
や
ま
っ
て
保
安
隊
に
爆
弾
を
落
と
し
た
こ
と
だ
と
い
わ
れ 
盧
溝
橋
事
件
を
契
機
に
、
中
国
の
官
民
の
な
か
に
鬱
勃
と
し
て
広
ま
っ
た
抗
日
意
識
が
暴
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
日
本
人
虐
殺
の
報
道
は
七
月
三
一
日
か
ら
日
本
の
新
聞
紙
上
に
あ
ら
わ
れ
、
八
月
三
日
に
は
杉
山
陸
相
が
貴
族
院
本
会
議
で
事
件
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
同
時
に
お
こ
な
わ
れ
た
陸
軍
省
の
説
明
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「（
前
略
）
敵
は
わ
が
居
留
民
に
対
し
言
語
に
絶
す
る
暴
虐
な
る
行
動
を
敢
て
し
、
そ
の
大
部
分
を
城
内
外
に
拉
致
し
虐
殺
し
、
そ
の
残
忍
な
行
為
は
ま
こ
と
に
耳
目
を
蔽
は
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
（
後
略
）」（『
大
阪
毎
日
新
聞
』
八
月
四
日
付
）。
事
件
の
犠
牲
者
は
二
百
数
十
名
に
お
よ
び
、
新
聞
各
紙
は
号
外
を
だ
し
て
事
件
を
報
道
し
た
。
そ
こ
に
は
「
凄
惨
を
極
む
虐
殺
の
跡
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
八
月
四
日
付
）、「
放
火
、
掠
奪
、
鬼
畜
の
支
那
兵
」（『
大
阪
毎
日
新
聞
』
八
月
四
日
付
）
な
ど
の
見
出
し
が
躍
っ
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
社
会
的
雰
囲
気
の
な
か
で
書
か
れ
た
の
が
山
川
の
「
支
那
軍
の
鬼
畜
性
」
で
、『
改
造
』
九
月
号
に
発
表
さ
れ
た
。
全
文
五
〇
〇
字
余
の
小
文
で
、
前
半
で
は
事
件
の
残
虐
さ
を
「
鬼
畜
性
」
と
表
現
し
て
、
そ
れ
が
国
民
政
府
の
抗
日
教
育
の
結
果
だ
と
い
う
報
道
を
紹
介
し
、
後
半
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。
　
「
文
化
人
を
一
皮
剥
け
ば
鬼
畜
が
出
る
。
文
化
人
は
文
化
し
た
鬼
畜
に
す
ぎ
な
い
。
支
那
の
抗
日
読
本
に
も
、
日
本
人
の
鼻
に
針
金
を
通
せ
と
書
い
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
人
間
の
一
皮
下
に
か
く
れ
て
い
る
鬼
畜
を
排
外
主
義
と
国
民
感
情
で
煽
動
す
る
と
、
鼻
の
孔
に
針
金
を
通
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。（
原
文
改
行
）
通
州
事
件
の
残
虐
性
と
鬼
畜
性
に
戦
慄
す
る
人
 々
に 
は 
、
む
や
み
に
マ 
マ
国
民
感
情
を
排
外
主
義
の
方
向
に
扇
動
し
刺
戟
す
る
こ
と
の
危
険
の
前
に
戦
慄
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
支
那
国
民
政
府
の
そ
う
い
う
危
険
な
政
策
が
、
通
州
事
件
の
直
接
の
原
因
で
あ
り
、
同
時
に
北
支
事
変
の
究
極
の
原
因
だ
と
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
」
（
⑭
二
四 
（　
）
２３る
。
（　
）
２４一
）。
山川均とふたりの中国人
（甲南法学’ １７）５７─３・４─３９７（ ）５８５
　
山
川
は
こ
こ
で
日
本
の
新
聞
報
道
と
そ
の
背
後
に
あ
る
日
本
政
府
の
説
明
を
、
徹
底
し
て
自
分
の
議
論
の
盾
に
取
っ
て
い
る
。
国
民
政
府
の
抗
日
政
策
を
批
判
し
是
正
を
求
め
た
の
は
日
本
政
府
で
あ
り
、
日
本
人
の
虐
殺
と
い
う
「
鬼
畜
に
等
し
い
」
行
為
は
、
国
民
政
府
の
排
外
主
義
的
で
煽
動
的
な
抗
日
政
策
の
結
果
だ
と
、
新
聞
な
ど
が
非
難
し
て
い
た
。
た
と
え
ば
通
州
事
件
直
前
の
第
七
一
特
別
議
会
で
、
近
衛
文
麿
首
相
は
「
支
那
政
府
な
ら
び
に
国
民
の
自
省
自
律
」
を
求
め
て
い
た
し
、
広
田
弘
毅
外
相
は
「
近
来
殊
に
抗
日
精
神
の
昂
揚
甚
だ
し
（
い
）」
中
国
の
現
状
を
批
判
し
て
「
日
満
支
三
国
の
融
和
提
携
」
に
よ
っ
て
東
亜
が
安
定
す
る
と
し
た
。
ま
た 
香
月 
清
司
支
那
駐
屯
軍
司
令
官
は
八
月
一
日
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
、
増
長
し
た
中
国
軍
の
「
天
人
俱
に
許
さ
ざ
る
没
義
道
の
行
為
」
か
つ
き
を
批
判
し
て
「
明
朗
北
支
の
建
設
」
を
誓
っ
た
。
　
国
民
政
府
の
煽
動
的
な
抗
日
政
策
に
対
す
る
批
判
は
、
立
場
を
変
え
れ
ば
、
扇
情
的
な
報
道
で
政
府
の
主
導
す
る
「
挙
国
一
致
」
を
後
押
し
し
て
い
る
日
本
の
言
論
機
関
へ
の
批
判
と
な
る
。「
支
那
軍
の
鬼
畜
性
」
発
表
の
同
月
に
出
さ
れ
た
『
文
芸
春
秋
』
九
月
号
に
、
山
川
は
「
特
別
議
会
は
何
を
与
え
た
か
」
を
発
表
し
て
い
る
。
近
衛
内
閣
の
下
で
実
現
し
た
「
挙
国
一
致
」「
国
論
統
一
」
を
「
ハ
イ
ル
・
ヒ
ト
ラ
ー
」
を
合
唱
す
る
ナ
チ
ズ
ム
と
同
轍
だ
と
批
判
し
た
も
の
で
あ
る
。
山
川
は
こ
こ
で
「
新
聞
が
い
ま
や
遺
憾
な
く
挙
国
一
致
の
体
制
を
整
え
た
こ
と
は
、
人
々
の
見
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
言
論
機
関
と
し
て
の
任
務
の
方
は
、
果
し
て
尽
し
終
ら
れ
て
遺
憾
が
な
い
だ
ろ
う
か
」（
⑭
二
三
五
）
と
遠
慮
が
ち
に
反
問
し
、
報
道
機
関
の
現
状
を
「
強
い
言
葉
の
競
り
売
り
」
に
よ
っ
て
政
府
に
追
随
し
て
い
る
と
批
判
し
た
の
で
あ
る
。
　
「
支
那
軍
の
鬼
畜
性
」
の
発
表
の
翌
一
〇
月
、
山
川
は
『
文
芸
春
秋
』
の
た
め
に
「
着
弾
圏
外
」
と
い
う
論
説
を
執
筆
し
た
が
、
原
稿
は
掲
載
さ
れ
な
い
ま
ま
ボ
ツ
に
な
っ
た
。
山
川
は
こ
こ
で
国
民
の
生
活
や
国
論
が
「
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
。「
新
聞
を
ひ
ろ
げ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
武
威
赫
々
た
る
皇
軍
進
出
の
戦
報
と
、
武
勇
談
と
、
か
い
が
い
し
い
国
民
銃
後
の
活
動
、
献
金
美
談
の
ほ
か
に
は
、
殆
ん
ど
な
ん
に
も
な
い
」（
⑭
二
四
二
）。
ラ
ジ
オ
放
送
も
芸
術
も
キ
リ
ス
ト
教
会
も
、
す
べ
て
が
研究ノート
（ ）５８６（甲南法学’ １７）５７─３・４─３９８
「
戦
争
目
的
の
た
め
に
動
員
」
さ
れ
て
お
り
、「
人
間
の
頭
脳
を
も
、
た
だ
一
色
に
塗
り
つ
ぶ
し
て
統
制
」
さ
れ
て
、
全
社
会
が
「
戦
時
色
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
山
川
は
、
中
国
と
の
戦
争
は
抗
日
的
な
政
権
を
打
倒
す
る
た
め
の
自
衛
の
戦
争
だ
い
う
日
本
の
主
張
は
、
ド
イ
ツ
と
イ
タ
リ
ア
以
外
、
世
界
で
は
ま
っ
た
く
承
認
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
れ
は
軍
や
報
道
機
関
が
主
張
す
る
よ
う
な
「
嘘
つ
き
支
那
」
の
「
宣
伝
上
手
」
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
示
唆
す
る
。
そ
し
て
「
日
の
丸
の
旗
を
振
っ
て
日
本
軍
を
歓
迎
す
る
支
那
人
」（
⑭
二
四
九
）
と
い
う
自
分
に
都
合
の
い
い
側
面
（「
明
朗
北
支
」）
だ
け
で
な
く
、
銃
を
と
っ
て
祖
国
に
殉
じ
た
上
海
の
女
子
学
生
が
い
た
（「
陰
惨
な
支
那
」）
こ
と
に
も
目
を
向
け
、
独
善
的
な
態
度
を
改
め
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
、
同
時
期
の
山
川
の
論
説
を
参
照
し
な
が
ら
「
支
那
軍
の
鬼
畜
性
」
を
て
い
ね
い
に
読
め
ば
、
か
れ
の
意
図
が
ど
こ
に
あ
っ
た
か
は
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
か
れ
の
批
判
は
通
州
事
件
の
「
鬼
畜
性
」
で
は
な
く
、
日
本
軍
と
報
道
機
関
の
排
外
主
義
的
な
煽
動
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
い
ず
れ
日
本
人
の
「
鬼
畜
性
」
を
も
呼
び
起
こ
す
危
険
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
深
読
み
す
れ
ば
、
そ
れ
は
数
カ
月
後
の
南
京
事
件
を
予
示
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
こ
う
し
た
理
解
を
す
る
に
は
、
日
本
国
内
に
い
て
言
論
の
制
約
を
体
感
し
、
山
川
の
常
套
の
表
現
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
知
悉
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
山
川
の
真
意
は
「
む
や
み
に
国
民
感
情
を
排
外
主
義
の
方
向
に
扇
動
し
刺
戟
す
る
こ
と
の
危
険
の
前
に
戦
慄
せ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
一
文
に
込
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
を
重
視
し
な
い
で
全
体
を
読
み
飛
ば
せ
ば
、
事
件
の
「
鬼
畜
性
」
を
強
調
し
、
中
国
人
を
非
難
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
戦
時
色
に
染
め
ら
れ
た
当
時
の
日
本
と
い
う
特
殊
な
言
論
空
間
の
外
側
に
い
る
読
者
が
、
山
川
の
文
章
を
ご
く
素
直
に
読
ん
だ
ら
、「
鬼
畜
性
」
と
い
う
批
判
に
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
と
し
て
も
無
理
は
な
い
。
山川均とふたりの中国人
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二　
巴
金
の
山
川
批
判
　
そ
の
よ
う
な
線
で
山
川
の
文
章
を
理
解
し
激
し
く
反
発
し
た
の
が
、『
家
』『
寒
夜
』
な
ど
の
小
説
で
知
ら
れ
る
中
国
の
作
家
・
巴
金
の
「
山
川
均
先
生
に
」（
給
山
川
均
先
生
）
で
あ
る
。
巴
金
の
文
章
が
最
初
に
載
っ
た
の
は
上
海
で
発
行
さ
れ
て
い
た
雑
誌
『
烽
火
』
第
四
号
で
、
表
紙
に
九
月
二
六
日
刊
と
印
字
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
雑
誌
は
編
集
人
・
茅
盾
、
発
行
人
・
巴
金
な
の
で
、
巴
金
は
山
川
の
論
説
を
読
ん
で
間
も
な
い
九
月
一
九
日
に
反
論
を
執
筆
し
て
、
自
分
の
雑
誌
に
発
表
し
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し
第
四
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
全
体
の
三
分
の
二
ほ
ど
で
、
残
り
は
お
そ
ら
く
次
号
に
掲
載
さ
れ
た
（
未
見
）。
さ
ら
に
同
じ
文
章
は
全
文
が
す
ぐ
に
別
の
雑
誌
『
国
聞
週
報
』
第
一
四
巻
第
四
〇
号
に
転
載
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
月
一
八
日
刊
）。
　
戦
前
の
日
本
で
は
、
巴
金
の
山
川
批
判
が
知
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
は
、
雑
誌
『
中
国
』（
一
九
六
七
年
一
二
月
号
、
特
集
・
日
本
の
社
会
主
義
者
と
中
国
）
が
、『
巴
金
選
集
』（
一
九
五
一
年
）
収
録
の
「
山
川
均
先
生
に
」
を
板
倉
照
平
の
翻
訳
で
採
録
し
て
話
題
に
な
っ
た
（
採
録
さ
れ
た
巴
金
の
文
章
に
は
前
記
の
元
の
雑
誌
論
文
に
は
な
い
記
述
が
一
部
含
ま
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
叙
述
で
は
板
倉
の
翻
訳
を
参
照
し
た
）。
　
巴
金
の
主
張
は
明
快
で
あ
る
。「
科
学
的
社
会
主
義
者
」
で
あ
る
は
ず
の
山
川
は
、
日
本
の
新
聞
記
者
以
上
の
激
し
い
言
葉
で
中
国
人
を
「
鬼
畜
」
と
非
難
し
た
。
し
か
し
通
州
の
保
安
隊
の
行
為
は
、
二
年
に
わ
た
る
「
皇
軍
」
と
日
本
の
官
民
の
支
配
の
屈
辱
に
耐
え
か
ね
、「
悲
憤
の
炎
」
を
燃
え
上
が
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
抑
圧
さ
れ
た
民
衆
が
征
服
者
に
反
抗
す
る
と
き
、
少
数
の
無
辜
の
者
が
巻
き
添
え
に
な
る
の
は
避
け
が
た
い
。
ま
し
て
そ
こ
で
犠
牲
に
な
っ
た
人
々
は
従
来
か
ら
そ
こ
で
権
柄
を
ふ
る
い
、
お
ま
け
に
「
そ
の
大
半
は
ヘ
ロ
イ
ン
を
売
り
モ
ル
ヒ
ネ
を
注
射
し
特
殊
工
作
を
し
て
い
た
人
た
ち
」
だ
っ
た
。
巴
金
は
山
川
に
む
か
っ
て
以
下
の
よ
う
に
い
う
。「
あ
な
た
は
社
会
主
義
者
で
あ
り
な
が
ら
、
貴
国
の
新
聞
記
者
の
尻
馬
に
乗
っ
て
、「
悪
罵
と
欺
瞞
と
中
傷
の
言
葉
を
も
っ
て
、
人
々
の
偏
狭
な
愛
国
心
に
訴
え
て
い
る
の
で
す
」。
あ
な
た
は
、
自
分
か
ら
進
ん
で
の
貴
国
の
軍
閥
の
わ
な
に
落
ち
て
し
ま
っ
研究ノート
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た
の
で
す
」。
　
盧
溝
橋
事
件
の
後
、
戦
争
不
拡
大
の
動
き
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
軍
部
（
特
に
陸
軍
）
の
強
硬
派
が
こ
う
し
た
動
き
を
こ
と
ご
と
く
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
近
衛
文
麿
首
相
も
そ
れ
を
抑
止
す
る
力
は
な
く
、
既
成
事
実
を
容
認
し
て
事
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
国
民
党
は
江
西
省
廬
山
で
会
議
を
招
集
し
、
七
月
一
七
日
に
蒋
介
石
が
有
名
な
「
最
後
の
関
頭
」
演
説
を
お
こ
な
っ
た
。「
わ
れ
わ
れ
は
、
弱
国
で
あ
る
以
上
、
も
し
最
後
の
関
頭
に
直
面
す
れ
ば
、
国
家
の
生
存
を
は
か
る
た
め
全
民
族
の
生
命
を
賭
す
る
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
と
き
に
は
、
も
は
や
わ
れ
わ
れ
は
中
途
で
妥
協
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
中
途
で
の
妥
協
の
条
件
と
し
て
は
、
全
面
的
投
降
・
全
面
的
滅
亡
の
条
件
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
、
徹
底
抗
戦
を
国
民
に
訴
え
た
も
の
だ
っ 
こ
れ
は
蒋
介
石
一
人
の
決
意
だ
っ
た
の
で
は
な
い
。
国
民
の
あ
い
だ
の
抗
日
意
識
の
高
ま
り
が
蒋
介
石
を
し
て
こ
う
し
た
発
言
を
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。
　
華
北
で
の
日
中
の
衝
突
は
、
八
月
一
三
日
に
つ
い
に
上
海
で
の
両
軍
の
全
面
戦
争
に
拡
大
し
た
。
巴
金
が
こ
の
文
章
を
書
い
た
と
き
、
上
海
は
す
で
に
日
中
両
軍
の
激
し
い
戦
闘
の
渦
中
に
あ
っ
た
。
巴
金
は
冒
頭
で
そ
の
様
子
を
以
下
の
よ
う
に
描
出
し
て
い
る
。
「
夜
は
静
ま
り
か
え
り
、
す
べ
て
の
も
の
が
暗
闇
の
な
か
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
だ
。
重
砲
の
音
が
だ
し
ぬ
け
に
殷
々
と
響
き
始
め
た
か
と
思
う
と
、
そ
の
後
す
ぐ
、
ひ
と
し
き
り
機
関
銃
の
発
射
音
が
し
た
。
私
の
部
屋
も
か
す
か
に
振
動
し
て
い
る
」。
こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
、
巴
金
は
日
本
軍
が
上
海
周
辺
で
お
こ
な
っ
た
空
爆
で
多
数
の
難
民
が
殺
害
さ
れ
た
事
実
に
言
及
し
、
通
州
事
件
の
残
虐
性
は
日
本
軍
に
よ
る
「
冷
静
な
謀
殺
」
に
比
べ
れ
ば
「
十
分
の
一
」
に
も
及
ば
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
最
後
に
「
真
実
の
ニ
ュ
ー
ス
や
正
確
な
報
道
と
は
い
っ
さ
い
無
関
係
な
」
日
本
の
新
聞
の
態
度
を
以
下
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。「
自
己
の
民
族
の
偉
大
さ
を
ひ
け
ら
か
し
、
他
の
民
族
の
欠
点
を
あ
ば
き
立
て
、
捏
造
し
た
事
実
と
扇
動
的
な
言
辞
を
用
い
て
、
民
族
間
の
悪
感
情
を
挑
発
し
て
、（
中
略
）
侵
略
戦
争
を
鼓
舞
す
る
。
お
よ
そ
こ
れ
が
貴
国
の
新
聞
の
唯
一
の
任
務
で
あ
る
よ
う
だ
」。
（　
）
２５た
。
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す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
山
川
の
「
支
那
軍
の
鬼
畜
性
」
の
真
意
は
、
ま
さ
に
巴
金
が
言
及
し
た
日
本
の
新
聞
の
独
善
的
で
煽
動
的
な
報
道
姿
勢
を
批
判
し
、「
文
化
」
を
誇
る
日
本
人
の
な
か
に
潜
在
す
る
「
鬼
畜
性
」
を
え
ぐ
り
出
す
こ
と
だ
っ
た
。
つ
ま
り
両
者
の
意
図
は
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
た
。
し
か
し
山
川
は
日
本
の
新
聞
報
道
を
盾
に
中
国
軍
の
野
蛮
さ
・
残
酷
さ
を
批
判
し
、
同
じ
行
為
が
中
国
の
報
道
で
は
賞
賛
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
こ
の
両
者
の
対
照
を
つ
う
じ
て
、
日
本
軍
の
独
善
性
と
潜
在
的
な
「
鬼
畜
性
」
を
透
視
す
る
形
を
と
っ
て
い
る
。
山
川
の
文
章
に
は
多
重
の
偽
装
が
施
さ
れ
て
お
り
、
注
意
深
い
読
者
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
意
図
が
読
み
と
れ
な
い
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
日
本
軍
の
砲
撃
下
に
あ
っ
た
上
海
で
、
多
数
の
中
国
人
死
傷
者
の
こ
と
を
見
聞
し
て
い
た
巴
金
が
、
山
川
の
真
意
を
読
み
と
れ
な
か
っ
た
の
は
無
理
も
な
い
だ
ろ
う
。
　
他
方
、
山
川
の
方
は
追
い
つ
め
ら
れ
て
い
た
。
い
わ
ゆ
る
労
農
派
の
機
関
誌
『
労
農
』
は
一
九
三
二
年
五
月
号
を
最
後
に
廃
刊
と
な
り
、
か
わ
り
に
『
前
進
』
が
発
刊
さ
れ
た
が
、
発
禁
が
か
さ
な
っ
て
、
翌
三
三
年
七
月
号
が
終
刊
と
な
っ
た
。
以
後
、
山
川
は
『
改
造
』『
中
央
公
論
』『
文
芸
春
秋
』
な
ど
多
様
な
商
業
メ
デ
ィ
ア
に
評
論
を
発
表
し
て
い
る
が
、
他
方
で
は
執
筆
以
外
の
手
段
で
の
生
計
を
模
索
す
る
よ
う
に
な
る
。
一
九
三
二
年
初
め
に
は
イ
タ
チ
の
飼
育
を
始
め
た
が
、
こ
れ
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
ら
し
い
。
三
四
年
に
は
本
屋
か
薬
屋
の
開
業
を
真
剣
に
検
討
し
て
い
た
が
、
結
局
、 
鶉 
の
飼
育
を
始
め
た
。
い
わ
ば
後
退
戦
の
な
か
で
、
商
業
誌
う
ず
ら
で
の
政
治
評
論
で
限
定
的
な
闘
い
を
く
り
広
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。
巴
金
の
議
論
は
中
国
の
メ
デ
ィ
ア
で
大
手
を
振
っ
て
発
表
で
き
、
読
者
の
喝
采
を
浴
び
る
も
の
だ
っ
た
が
、
山
川
は
慎
重
な
物
言
い
で
し
か
真
意
を
表
現
で
き
な
か
っ
た
。
両
者
は
不
幸
な
出
会
い
を
し
た
と
い
え
る
。
相
互
に
対
立
す
る
熱
狂
的
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
背
景
に
し
た
ふ
た
つ
の
言
論
空
間
で
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
。
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三　
巴
金
と
日
本
　
巴
金
（
本
名
・
李
堯
棠
）
は
一
九
〇
四
年
に
四
川
省
成
都
で
生
ま
れ 
生
家
の
李
家
は
代
々
官
吏
を
つ
と
め
る
名
門
で
、
四
代
の
親
族
が
同
居
す
る
「
四
生
同
堂
」
を
理
想
と
す
る
祖
父
の
も
と
で
、
三
代
の
大
家
族
約
五
〇
人
が
、
約
五
〇
人
の
奴
僕
と
と
も
に
広
大
な
屋
敷
に
同
居
し
て
い
た
と
い
う
。
巴
金
は
こ
の
大
家
族
の
本
家
の
三
男
だ
っ
た
。
巴
金
の
初
期
の
小
説
『
家
』
は
そ
の
生
家
を
モ
デ
ル
に
し
て
、
封
建
的
で
時
代
遅
れ
な
「
家
」
の
欺
瞞
と
非
人
間
性
を
激
し
く
告
発
し
た
も
の
で
あ
る
。
小
説
の
終
末
で
祖
父
が
死
去
し
、
そ
の
祖
父
に
象
徴
さ
れ
る
大
家
族
が
い
ず
れ
崩
壊
し
て
い
く
こ
と
が
示
唆
さ
れ
、
巴
金
自
身
を
体
現
す
る
主
人
公
の
高
覚
慧
は
「
家
」
に
反
逆
し
て
上
海
に
旅
立
っ
て
い
く
。
覚
慧
の
行
動
の
バ
ネ
に
な
る
の
は
、『
新
青
年
』
な
ど
五
四
運
動
期
の
新
思
想
の
媒
体
と
な
っ
た
雑
誌
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
巴
金
は
五
四
運
動
後
の
新
世
代
を
象
徴
す
る
典
型
的
知
識
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
。
小
説
の
高
覚
慧
と
同
様
に
、
巴
金
は
一
九
二
三
年
四
月
に
次
兄
と
と
も
に
上
海
に
出
て
中
学
に
入
学
し
た
が
、
一
二
月
に
よ
り
レ
ヴ
ェ
ル
が
高
い
南
京
の
東
南
大
学
付
属
中
学
校
に
転
学
し
た
。
そ
し
て
そ
こ
を
二
五
年
に
卒
業
し
た
後
、
北
京
大
学
に
入
学
し
よ
う
と
し
た
が
、
健
康
上
の
問
題
が
あ
っ
て
果
た
せ
ず
、
一
九
二
七
年
初
め
に
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
す
る
。
　
フ
ラ
ン
ス
留
学
の
理
由
は
分
明
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
期
の
中
国
の
社
会
運
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
留
法
勤
工
倹
学
運
動
と
い
う
も
の
が
あ
っ 
フ
ラ
ン
ス
（
法
国
）
に
留
学
し
て
労
働
し
な
が
ら
倹
約
し
て
学
ぶ
と
い
う
運
動
で
、
多
く
の
中
国
人
青
年
が
渡
仏
し
た
。
当
初
、
こ
の
運
動
の
中
心
だ
っ
た
の
は
李
石
曾
（
一
八
八
一
─
一
九
七
三
）
や
呉
稚
暉
（
一
八
六
五
─
一
九
五
三
）
な
ど
の
ア
ナ
キ
ス
ト
だ
っ
た
が
、
渡
仏
し
た
青
年
た
ち
に
よ
っ
て
中
国
共
産
党
フ
ラ
ン
ス
支
部
が
結
成
さ
れ
、
周
恩
来
や
鄧
小
平
な
ど
の
共
産
主
義
者
が
輩
出
し
た
。
巴
金
は
成
都
に
い
た
少
年
時
代
か
ら
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
に
傾
倒
し
て
い
た
と
さ
れ
、
中
学
卒
業
後
に
は
ア
ナ
キ
ズ
ム
に
関
す
る
文
章
も
書
い
て
い
る
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
留
学
も
こ
の
運
動
の
影
響
と
想
像
し
て
よ
い
だ
ろ 
　
巴
金
は
一
九
二
九
年
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
帰
国
し
、
作
家
と
し
て
の
活
動
を
始
め
た
。
前
述
の
『
家
』
は
こ
の
時
期
に
書
か
れ
た
も
（　
）
２６た
。
（　
）
２７た
。
（　
）
２８う
。
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の
で
あ
る
。
一
九
三
四
年
一
一
月
、
巴
金
は
日
本
に
や
っ
て
来 
満
州
事
変
後
の
こ
と
で
、
日
中
関
係
が
ま
す
ま
す
険
し
く
な
っ
て
い
た
時
期
で
あ
る
。
来
日
の
目
的
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
送
別
会
に
は
魯
迅
も
出
席
し
て
い
た
と
い
う
。
巴
金
は
ま
ず
友
人
か
ら
紹
介
さ
れ
た
横
浜
の
武
田
武
雄
と
い
う
人
物
の
家
に
下
宿
し
た
。
武
田
は
東
京
外
国
語
学
校
支
那
語
部
貿
易
科
の
出
身
で
、
巴
金
の
来
日
当
時
は
横
浜
高
等
商
業
学
校
（
現
横
浜
国
立
大
学
の
前
身
の
ひ
と
つ
）
の
教
師
だ
っ
た
と
い
う
。
武
田
は
日
蓮
宗
の
熱
心
な
信
徒
だ
っ
た
ら
し
く
、
毎
朝
、
読
経
と
木
魚
の
音
が
聞
こ
え
た
。
無
神
論
者
の
巴
金
は
そ
れ
を
ひ
ど
く
嫌
い
、
翌
年
三
月
に
東
京
の
中
華
基
督
教
青
年
会
の
宿
舎
に
引
っ
越
し
た
。
　
横
浜
で
の
単
調
な
生
活
と
は
異
な
り
、
東
京
で
は
様
々
な
人
と
交
わ
っ
た
ら
し
い
が
、
四
月
に
な
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
事
件
が
起
こ
っ
た
。
満
州
国
皇
帝
・
溥
儀
の
来
日
を
翌
日
に
控
え
た
四
月
五
日
の
深
夜
、
熟
睡
し
て
い
た
巴
金
の
部
屋
に
五
人
の
私
服
刑
事
が
踏
み
込
ん
で
家
宅
捜
索
を
し
た
。
そ
し
て
何
も
特
別
な
も
の
が
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
巴
金
は
神
田
区
警
察
署
に
拘
引
さ
れ
、
三
畳
の
部
屋
に
七
人
が
詰
め
込
ま
れ
、
足
を
伸
ば
す
こ
と
す
ら
で
き
な
い
状
態
で
一
夜
を
過
ご
し
て
、
翌
日
午
後
四
時
に
や
っ
と
釈
放
さ
れ
た
と
い
う
。「
山
川
均
先
生
に
」
に
は
、
以
下
の
一
節
が
あ
る
。「
二
年
前
、
わ
た
し
の
友
人
が
貴
国
の
牛
込
警
察
署
で
、
貴
国
の
当
局
の
措
置
が
文
明
人
ら
し
く
な
い
行
為
だ
と
訴
え
た
と
こ
ろ
、
貴
国
の
「
刑
事
」
の
殴
打
を
受
け
た
」。
拘
引
さ
れ
た
警
察
署
の
名
前
は
異
な
る
が
、
お
そ
ら
く
巴
金
自
身
の
体
験
が
反
映
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
不
愉
快
な
事
件
に
よ
っ
て
、
巴
金
は
弱
小
国
家
の
悲
哀
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
中
国
人
と
し
て
の
自
覚
を
強
め
た
と
い
う
。
結
局
、
巴
金
は
滞
在
わ
ず
か
一
〇
か
月
ほ
ど
で
、
八
月
に
帰
国
し
た
。
　
四　
巴
金
「
日
本
の
友
人
に
」
　
前
述
の
よ
う
に
、
盧
溝
橋
事
件
（
一
九
三
七
年
七
月
七
日
）
の
二
か
月
ほ
ど
後
に
巴
金
が
書
い
た
「
山
川
均
先
生
に
」
は
、
戦
後
（　
）
２９た
。
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の
日
本
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
「
山
川
均
先
生
に
」
の
す
ぐ
後
に
執
筆
さ
れ
た
「
日
本
の
友
人
に
」（
給
日
本
友
人
）
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
小
文
は
現
在
『
巴
金
文
集
』（
第
一
〇
巻
、
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
六
一
年
）
に
採
録
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
た
し
が
実
物
で
確
認
し
た
初
出
誌
は
、「
山
川
均
先
生
に
」
と
同
じ
く
『
烽
火
』
で
あ 
「
山
川
均
先
生
に
」
と
同
様
に
、
日
本
軍
の
攻
撃
下
に
あ
る
上
海
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
、
日
本
の
友
人
「
武
田
君
」
に
宛
て
た
形
に
な
っ
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
武
田
君
」
と
は
巴
金
が
横
浜
で
下
宿
し
た
武
田
武
雄
を
指
し
て
い
る
。
巴
金
は
武
田
に
敬
意
を
持
っ
て
い
た
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
滞
日
中
に
か
れ
が
も
っ
と
も
親
し
く
し
た
日
本
人
は
武
田
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
文
は
、
武
田
に
代
表
さ
れ
る
日
本
の
知
識
人
に
対
し
て
、
日
本
軍
の
中
国
侵
略
の
実
情
を
伝
え
、
真
実
を
見
る
よ
う
に
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
内
容
を
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
よ
う
。
　
「
早
朝
ベ
ッ
ド
で
目
覚
め
る
と
、
す
ぐ
に
爆
弾
が
さ
く
裂
す
る
音
が
聞
こ
え
た
。
あ
な
た
た
ち
の
空
軍
兵
士
が
防
御
能
力
の
な
い
難
民
と
無
防
備
の
都
市
を
爆
撃
し
て
い
る
の
だ
。
か
れ
ら
は
ど
ん
な
気
違
い
じ
み
た
力
を
駆
使
し
て
こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
だ
ろ
う
。
平
和
な
人
民
を
屠
殺
す
る
権
力
を
、
誰
が
か
れ
ら
に
与
え
た
の
だ
ろ
う
。
全
世
界
の
良
心
が
一
致
し
て
こ
ん
な
罪
悪
を
非
難
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
な
た
た
ち
は
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
。
あ
な
た
た
ち
は
こ
の
罪
悪
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
」。
巴
金
は
日
本
人
に
は
「
分
に
安
ん
じ
己
を
守
る
」
と
い
う
欠
点
が
あ
る
と
い
う
。
そ
の
た
め
に
統
治
者
が
国
民
の
名
に
お
い
て
お
こ
な
う
非
行
に
目
を
つ
ぶ
り
、
簡
単
に
ペ
テ
ン
に
か
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
統
治
者
を
崇
拝
し
、
上
司
を
信
じ
、
教
師
の
い
う
こ
と
を
絶
対
の
真
理
と
し
、
新
聞
を
生
活
の
指
針
と
す
る
。
そ
の
結
果
、
頭
の
な
か
は
誤
っ
た
観
念
と
虚
偽
の
情
報
で
満
た
さ
れ
、
世
の
中
を
知
ら
な
い
の
で
、
完
全
に
操
り
人
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
、
甘
ん
じ
て
野
心
家
の
利
用
さ
れ
る
が
ま
ま
で
あ
る
。
　
こ
こ
で
巴
金
は
一
九
三
五
年
正
月
の
武
田
家
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
例
に
挙
げ
て
い
る
。
武
者
小
路
実
篤
に
傾
倒
し
て
い
た
中
国
人
が
日
本
軍
の
満
州
侵
略
を
批
判
し
て
い
る
の
を
読
ん
で
、
武
田
が
来
客
と
も
ど
も
憤
慨
し
て
い
た
と
い
う
の
だ
。
そ
の
中
国
人
は
、
（　
）
３０る
。
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中
国
の
友
人
を
自
称
し
て
い
た
武
者
小
路
が
、
人
類
の
繁
栄
に
危
害
を
与
え
る
野
蛮
勢
力
を
非
難
す
る
と
期
待
し
て
い
た
。
し
か
し
武
者
小
路
は
考
え
を
変
え
て
「
山
川
均
や
林
房
雄
の
後
に
続
い
て
軍
閥
や
政
客
の
提
灯
も
ち
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
武
者
小
路
氏
す
ら
こ
ん
な
ひ
ど
い
状
態
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
か
ら
、
自
由
主
義
者
の
室
伏
高
信
が
軍
閥
の
爪
牙
と
な
っ
て
、「
早
く
中
国
に
戦
勝
し
な
け
れ
ば
駄
目
だ
」
と
高
唱
す
る
の
は
何
の
不
思
議
も
な
い
」。
要
す
る
に
日
本
の
知
識
人
は
、
新
聞
報
道
を
盲
信
し
、
軍
閥
に
盲
従
し
て
、
自
ら
の
理
性
で
物
事
を
判
断
し
よ
う
と
し
な
い
。
だ
か
ら
「
あ
な
た
方
が
知
っ
て
い
る
の
は
、
た
だ
貴
国
の
「
皇
軍
」
が
あ
の
廃
墟
で
世
界
に
向
か
っ
て
軍
事
的
勝
利
を
誇
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
で
す
」。
こ
の
文
章
の
末
尾
で
、
巴
金
は
助
け
や
同
情
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
と
断
わ
っ
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
わ
た
し
が
要
求
し
て
い
る
の
は
、
あ
な
た
と
あ
な
た
の
同
胞
た
ち
が
反
省
し
て
、
人
類
の
繁
栄
を
破
壊
し
て
い
る
あ
の
暴
力
を
、
わ
れ
わ
れ
と
共
同
で
壊
滅
す
る
こ
と
に
努
め
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
」。
　
厳
し
い
批
判
で
あ
る
が
、
巴
金
が
日
本
軍
の
爆
撃
の
な
か
で
こ
れ
を
書
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
む
し
ろ
抑
制
さ
れ
た
筆
致
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
想
定
さ
れ
た
読
者
は
中
国
の
知
識
人
だ
か
ら
、
い
た
ず
ら
に
敵
意
を
燃
や
し
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
刺
激
す
る
よ
り
、
日
本
社
会
の
現
状
を
批
判
す
る
こ
と
で
日
本
の
良
識
に
訴
え
る
と
い
う
形
を
と
っ
た
と
も
い
え
る
。
山
川
は
軍
部
の
提
灯
も
ち
と
し
て
第
一
に
槍
玉
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
中
国
の
社
会
主
義
に
た
い
す
る
か
れ
の
影
響
の
大
き
さ
の
反
映
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
お
わ
り
に
　
以
上
、
山
川
均
の
思
想
の
中
国
で
の
受
容
や
影
響
を
調
べ
て
い
て
、
偶
然
に
行
き
あ
た
っ
た
二
人
の
中
国
人
に
つ
い
て
述
べ
た
。
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
施
復
亮
に
つ
い
て
は
日
本
で
も
か
な
り
の
研
究
が
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
管
見
の
か
ぎ
り
で
は
、
帰
国
後
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の
施
と
山
川
の
思
想
と
の
照
応
関
係
に
関
心
を
向
け
た
人
は
い
な
い
よ
う
だ
。
巴
金
の
山
川
批
判
に
つ
い
て
は
、
雑
誌
『
中
国
』
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
取
り
あ
げ
か
た
は
山
川
が
置
か
れ
た
事
情
や
か
れ
の
同
時
期
の
言
論
を
考
慮
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
　
「
支
那
軍
の
鬼
畜
性
」
の
三
カ
月
後
に
、
山
川
は
人
民
戦
線
事
件
で
逮
捕
さ
れ
、
一
九
四
五
年
八
月
ま
で
完
全
に
言
論
の
自
由
を
失
う
。
山
川
は
特
異
な
社
会
状
況
に
置
か
れ
、
自
分
の
言
論
が
海
の
向
こ
う
で
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
る
か
ま
で
は
考
慮
で
き
な
か
っ
た
。
巴
金
は
不
幸
な
形
で
山
川
の
文
章
に
出
会
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
の
誤
解
は
、
単
純
に
過
去
の
物
語
と
は
い
え
な
い
。
山
川
が
軍
部
の
お
先
棒
を
担
い
だ
と
い
う
の
は
事
実
誤
認
だ
が
、
巴
金
の
誤
解
は
現
代
に
ま
で
尾
を
ひ
い
て
い
る
。「
第
二
次
大
戦
前
の
山
川
均
を
論
ず
」
と
い
う
論
文
を
書
い
た
現
代
中
国
の
あ
る
研
究
者
は
、「
日
本
帝
国
主
義
の
中
国
侵
略
戦
争
に
直
面
し
て
、
か
れ
（
山
川
）
は
「
無
産
階
級
と
日
本
軍
部
が
結
合
し
た
社
会
革
命
論
」
を
提
起
し
た
」
と
書
く
始
末
で
あ 
山
川
の
『
自
伝
』
の
記
述
を
誤
解
し
た
結
果
だ
が
、
こ
う
し
た
単
純
ミ
ス
が
お
こ
る
の
は
、
巴
金
の
山
川
批
判
が
作
り
だ
し
た
先
入
観
に
引
っ
張
ら
れ
て
、
論
証
よ
り
先
に
結
論
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。
現
在
の
日
中
関
係
に
お
い
て
も
、
容
易
に
こ
う
し
た
単
純
な
誤
解
が
生
じ
う
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（　
）
３１る
。
（
１
）　
石
川
禎
浩
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
伝
播
と
中
国
共
産
党
の
結
成
」（
狭
間
直
樹
編
『
中
国
国
民
革
命
の
研
究
』
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
九
二
年
）、
同
「
若
き
日
の
施
存
統
─
─
中
国
共
産
党
創
立
期
の
「
日
本
小
組
」
を
論
じ
て
建
党
問
題
に
お
よ
ぶ
」（『
東
洋
史
研
究
』
第
五
三
巻
第
二
号
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
施
存
統
と
中
国
共
産
党
」（『
東
方
学
報
』
第
六
八
冊
、
一
九
九
六
年
）、
同
『
中
国
共
産
党
史
研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）、
三
田
剛
史
『
蘇
る
河
上
肇
─
─
近
代
中
国
の
知
の
源
泉
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
照
。
と
く
に
石
川
「
施
存
統
と
中
国
共
産
党
」
の
文
末
の
リ
ス
ト
は
、
山
川
と
施
復
亮
と
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
有
益
だ
っ
た
。
（
２
）　
石
川
禎
浩
に
よ
る
研
究
に
つ
い
て
は
前
注
に
挙
げ
た
。
そ
れ
以
外
の
代
表
的
な
研
究
を
挙
げ
る
と
、
平
野
正
『
中
国
革
命
と
中
間
路
線
問
題
』（
研
山川均とふたりの中国人
（甲南法学’ １７）５７─３・４─４０７（ ）５９５
文
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
『
政
論
家
施
復
亮
の
半
生
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）、
水
羽
信
男
「
施
復
亮
の
「
中
間
派
」
論
と
そ
の
批
判
を
め
ぐ
っ
て
」（
今
永
清
二
編
『
ア
ジ
ア
の
地
域
と
社
会
』
勁
草
書
房
、
一
九
九
四
年
）、
同
「
施
復
亮
─
─
抗
日
戦
争
勝
利
後
の
都
市
中
間
層
と
政
治
文
化
」（
曽
田
三
郎
編
『
中
国
近
代
化
過
程
の
指
導
者
た
ち
』
東
方
書
店
、
一
九
九
七
年
）、
同
「
あ
る
中
国
共
産
党
員
と
大
正
期
の
東
京
─
─
施
存
統
に
お
け
る
日
本
留
学
の
思
想
的
意
味
」（
曽
田
三
郎
編
『
近
代
中
国
と
日
本
─
─
提
携
と
敵
対
の
半
世
紀
』（
御
茶
の
水
書
房
、
二
〇
〇
一
年
）、
同
『
中
国
近
代
の
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
中
国
人
研
究
者
に
よ
る
も
の
と
し
て
は
、
宋
亞
文
『
施
復
亮
政
治
思
想
研
究　
一
九
一
九
─
一
九
四
九
』（
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
を
参
照
。
（
３
）　
石
川
前
掲
「
施
存
統
と
中
国
共
産
党
」
に
掲
載
さ
れ
た
著
作
目
録
参
照
（
４
）　
石
川
前
掲
「
若
き
日
の
施
存
統
」、「
施
存
統
と
中
国
共
産
党
」、『
中
国
共
産
党
成
立
史
』
を
参
照
。
（
５
）　
以
下
の
叙
述
は
、
石
川
前
掲
「
施
存
統
と
中
国
共
産
党
」
の
付
録
と
し
て
収
録
さ
れ
た
外
交
史
料
館
所
蔵
資
料
に
よ
る
。
（
６
）　
石
川
前
掲
『
中
国
共
産
党
成
立
史
研
究
』
三
一
九
頁
以
下
な
ど
参
照
。
（
７
）　
第
一
次
共
産
党
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
犬
丸
義
一
『
第
一
次
共
産
党
史
の
研
究
─
─
増
補
日
本
共
産
党
の
創
立
』（
青
木
書
店
、
一
九
九
三
年
）、
黒
川
伊
織
『
帝
国
に
抗
す
る
社
会
運
動
─
─
第
一
次
日
本
共
産
党
の
思
想
と
運
動
』（
有
志
舎
、
二
〇
一
四
年
）
を
参
照
。
（
８
）　
石
川
前
掲
『
中
国
共
産
党
成
立
史
』
の
付
録
３
、
同
書
四
八
五
頁
以
下
、
な
お
こ
の
調
書
は
一
九
二
二
年
の
日
付
な
の
で
、
二
一
年
時
点
の
こ
と
が
「
昨
年
」
と
さ
れ
て
い
る
。
（
９
）　
石
川
前
掲
「
施
存
統
と
中
国
共
産
党
」
三
四
八
頁
（　
）　
『
続
・
現
代
史
資
料
２　
社
会
主
義
沿
革
２
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
八
六
年
、
九
一
頁
１０
（　
）　
石
川
前
掲
「
施
存
統
と
中
国
共
産
党
」
三
四
九
頁
以
下
１１
（　
）　
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
近
藤
栄
蔵
自
伝
』（
ひ
え
い
書
房
、
一
九
七
〇
年
）
二
一
五
頁
以
下
、
高
瀬
清
『
日
本
共
産
党
創
立
史
話
』
１２
（
青
木
書
店
、
一
九
七
八
年
）
四
頁
以
下
な
ど
参
照
。
（　
）　
犬
丸
前
掲
『
第
一
次
共
産
党
史
の
研
究
』
一
一
七
頁
以
下
１３
（　
）　
事
件
や
ビ
ラ
の
内
容
に
つ
い
て
は
前
掲
『
続
・
現
代
史
資
料
２　
社
会
主
義
沿
革
２
』
九
〇
〜
九
一
頁
、
一
〇
九
頁
、
一
一
八
〜
一
二
〇
頁
参
照
１４
（　
）　
石
川
前
掲
「
施
存
統
と
中
国
共
産
党
」
二
七
九
頁
以
下
、
宋
亞
文
前
掲
『
施
復
亮
政
治
思
想
研
究
』
六
九
頁
な
ど
参
照
。
１５
（　
）　
石
川
前
掲
「
施
存
統
と
中
国
共
産
党
」
二
九
五
頁
１６
研究ノート
（ ）５９６（甲南法学’ １７）５７─３・４─４０８
（　
）　
平
野
前
掲
『
政
論
家
施
復
亮
の
半
生
』
資
料
編
一
四
四
頁
以
下
を
参
照
。
１７
（　
）　
宋
亞
文
前
掲
『
施
復
亮
政
治
思
想
研
究
』
八
九
頁
以
下
参
照
１８
（　
）　
一
九
二
〇
年
代
の
山
川
の
思
想
の
変
転
に
つ
い
て
は
、
わ
た
し
は
別
稿
「
日
本
型
社
会
民
主
主
義
の
形
成
─
─
一
九
二
〇
年
代
前
半
の
山
川
均
─
１９
─
」
を
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。
（　
）　
施
存
統
「
回
復
十
三
年
国
民
党
改
組
的
精
神
」、『
目
前
中
国
革
命
問
題
』（
復
旦
書
店
、
一
九
二
八
年
）
二
九
頁
２０
（　
）　
施
存
統
「
対
於
今
後
革
命
的
意
見
」、
同
上
書
七
頁
２１
（　
）　
た
だ
し
施
は
一
九
三
〇
年
に
入
る
と
、
労
働
者
・
農
民
・
都
市
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
統
一
戦
線
と
い
う
構
想
は
、
階
級
性
を
無
視
し
た
議
論
で
誤
り
２２
だ
っ
た
と
自
己
批
判
す
る
（「
一
つ
の
誠
実
な
声
明
」、
平
野
前
掲
書
資
料
編
一
五
三
頁
以
下
を
参
照
）。
（　
）　
秦
郁
彦
『
日
中
戦
争
史
』（
復
刻
新
版
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
一
年
）
二
二
一
頁
参
照
２３
（　
）　
山
川
均
の
著
作
の
引
用
は
『
山
川
均
全
集
』（
勁
草
書
房
、
一
九
六
六
〜
二
〇
〇
三
年
）
に
よ
り
、
巻
数
と
頁
数
を
文
中
に
記
す
。
２４
（　
）　
松
本
重
治
『
上
海
時
代
』（
下
）（
中
公
文
庫
、
一
九
八
九
年
）
一
六
八
頁
以
下
参
照
２５
（　
）　
巴
金
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
李
存
光
『
巴
金
伝
』（
北
京
十
月
文
芸
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）、
同
『
巴
金
評
伝
』（
中
国
社
会
出
版
社
、
二
〇
〇
六
２６
年
）
な
ど
参
照
。
（　
）　
留
法
勤
工
倹
学
運
動
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
何
長
工
『
フ
ラ
ン
ス
勤
工
倹
学
の
回
想
─
─
中
国
共
産
党
の
一
源
流
』（
河
田
悌
一
・
森
時
彦
訳
、
２７
岩
波
新
書
、
一
九
七
六
年
）
を
参
照
。
な
お
フ
ラ
ン
ス
に
い
た
周
恩
来
が
こ
の
運
動
に
つ
い
て
書
い
た
文
章
と
し
て
、
周
恩
来
（
米
原
謙
・
申
春
野
共
訳
）「
フ
ラ
ン
ス
勤
工
倹
学
生
の
大
波
乱
」（
上
）（
下
）、（『
国
際
公
共
政
策
研
究
』　
第
五
巻
第
一
号
、
第
五
巻
第
二
号
）
が
あ
る
。
（　
）　
巴
金
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
、
自
殺
し
た
フ
ラ
ン
ス
時
代
の
友
人
・
巴
恩
波
と
ク
ロ
ポ
ト
キ
ン
（
克
魯
泡
特
金
）
に
ち
な
ん
だ
も
の
と
い
う
。
２８
（　
）　
以
下
の
叙
述
は
李
存
光
前
掲
『
巴
金
評
伝
』
七
〇
頁
以
下
に
よ
る
。
２９
（　
）　
一
九
三
七
年
第
一
〇
期
、
た
だ
し
前
半
の
み
、
後
半
は
第
一
一
期
だ
と
思
わ
れ
る
。
前
半
は
「
一
九
三
七
年
一
〇
月
二
八
日
」、
後
半
は
「
一
一
月
３０
一
五
日
」
の
日
付
が
付
さ
れ
て
い
る
。
執
筆
し
た
日
付
だ
ろ
う
（　
）　
鄒
鈞
「
論
第
二
次
世
界
大
戦
前
的
山
川
均
」、『
社
会
科
学
論
綫
』
一
九
八
〇
年
第
三
期
、
一
〇
七
頁
３１
